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六
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外
國
爲
替
の
趟
fn
i
及
漢
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金
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市
場
の
.近
況 

第
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虢

第
三
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六
四
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統

學

派

の

，
一:i
?

;^
N
a
s
s
a
u
'
. 

W
i
l
l
i
a
m

 

Senior 

は
一
七
九
0
.年
九
月
ニ
十
六
日o

o
m
p
t
o
n

 

B
e
a
a
c
h
a
m
p
,

 

Ber
k
*

 
s
h
i
r
e

に

J
o
h
n

 

R
a
v
a
n

 

S
e
n
i
o
r

の
畏
男
s
し
て
生
れ
、

一
八
六
四
年
六
月
四
日K

e
n
s
i
n
g
t
o
n

な
る
自
宅
に
高
名 

:
な
る
經
濟
學
者
^
し
て

逝
：い
た
の
で
あ
る
。

國
篇
論
の
出
版
フ
ッ
ト
の
蒸
氣
機
關
の
完
成
及
び
ァ
メ
リ
力
に
於
け
る
獨
立
.宣
言
之
等
に
依
つ
て
記
憶
せ
ら
る
ベ 

き

一

七
七
六
年
を
以
て
"
產
業
茁
命
の
進
行
漸
く
顯
著
ど
な
れ
る
時
ど
看
做
し
、

一

八
三
ニ
年
に
於
け
るthe 

first 

R
e
f
o
r
m

 

B
i
l
l

の
發
布
を
以
て
、
そ
の
一
段
落
を
吿
げ
し
時
^
す
れ
ば
4

シ
ュ
ョ
ァ
の
前
半
生
は
王
に
產
業
革
和
,* 

就
の
最
高
潮
時
に
當
る
も
のV

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
暫
ら
く
我
等
を
し
て
當
時
を
国
領
せ
し
め
ょ
。

1
謂̂
產
業
革
命
に
於
け
る
原
動
カ
«
、
資
本
及
び
之
に
隨
伴
せ
る
資
本
主
義
的
褙
雜
で
あ
る
、
固
ょ
A f

七
七
六 

年
f

遥
か
以
前
に
於
て
、
大
部
の
英
國
エ
業
は
資
本
主
義
的
企
業
の
色
，彩
を
帶
び
て
ゐ
た
,
商
業
資
本
家
は
生
産
，
 

溝
$
消
®
者
の
間
に
介
在
し
，
生
産
者
に
M
料
を
供
給
す
る

ビ

共
に
そ
の
製
造
品
0
:爲
.め
に
市
場
を
求
め
た
、
或
は 

又
生
產
渚
が
何
等
の
原
料
を
自
ら
所
有
せ
す
し
て
、
單
に
供
給
せ
&
る
、
原
料
に
加
エ
し
て
勞
銀
を
受
く
る
も
の
も

第
二
十
5
 

(

一
六
七
七
V

ナ
タ
ソ
タ
*

ィ̂
リ
ア
A
-O
fご】

r

ア
蹄 

第
上
i
 

六
五



第
.ニ T*

1

怨

(

•—
•
六

七

八

ソ

ナ
)>
ソ
ゥ
•
ゥ

ィ

リ

ア

ョ
.ア

論

^
卜

ニ

號

.山>
、

あ
っ
た
、
所

謂

d
o
m
e
'&
.
c I

t
e
m

之
に
し
て
、
こ
れ
第
十
八
世
紀
の
英
國
エ
業
制
度
の
特
徵
で
あ
る
、
進
ん
で
資 

本
象
：が
必
要
な
る
生
產
耍
具
を
所
有
し
、
之
を
勞
働
著
に
貸
與
す
る
.に
到
ク
て
、
狀
態
は
一
層H

場
制
度
に
接
近
し 

來
る
、
al
に
進
ん
で
、
資
本
家
が
多
數
の
勞
働
苕
を
一
の
屋
根
の
下
に
集
合
し
て
作
業
せ
し
む
る
に
到
れ
ば
益
{
然 

b
.、

マ
ル
ク
ス
がm

a
m
i
f
k
c
t
u
r
e

 

ビ
呼
べ
る
處
の
も
の
に
-l
t
、

か〜

る
り
エ
揚
じ
の
出
現
こ
そ
、

第

十

^

&
紀

の

後 

半
に
於
け
る
逄
業
寧
命
の
#
徵
で
あ
る
、

一
七
六
九
年
、J

a
m
e
s

 

W
a
t
t

は
そ
の
雜
氣
機
關
の
特
許
を
得
た 

> 
四
$1 

の
大
發
设
は
炎
國
対
«
氣
の
«
質
を
變
じ
た
、

一
七
七
〇
年
に
於
け
るH

a
r
g
r
e
a
r
e
s

の
•多
軸
紡
糙
機
の
發
明
、
そ 

;.
'
■
の
前
年
に
於
け
るA

r
k
w
r
i
g
h
t

の

water-frame. 

C
r
o

日
P

I
の
走
錘
精
績
機(

1
9
7
9
)

及

び

S

VJ
の
發
明
せ
る 

:.
自
_
鞑
紡
機
。(

1
7
9
2
)

え
ン
ポ
は
急
な
-

CV。

一
 

七
八
五
年W

a
t
t

はB
o
u
l
t
o
n

 

v

共
に
紡
續
工
場
用
蒸
氣
機
關
を
發 

明
し
た
、
恰
も
官
：し
、
同

年

>

^

1管

の
特
許
櫂
の
，期
限
は
終
っ
た
、
遂

に

C
a
r
t
w
r
i
g
h
t

の
動
力
紡
續
機
V
JLb
、
 

に

\豕
內
工
業
は
致
命
的
打
擊
を
蒙
つ
た
の
で
あ
つ
た(The. 

Industrial Revolution —
A

 

T
o
v
n
b
e
e

 

chap. vnr* 

E
C

O
.  

Organization 

in 

E
n
g
i
a
n
d
—
W
.

 

T. 

A
S
M
e
y
.

 
L
e
c
t
.

<
I
rン

力

、

る
時
に
、

シi!

ョ
ァ
は
そ
の
孤
々
の
聲
を
擧
げ

た

、
父
は
牧
師
、
曾
祖
父
は
ス
ペ
ィ
ン
人
に
し

て

ー
七
ニ
ー
ご 

年
英
If
f

に
歸
化
せ
る
人
で
あ
る
、
彼
の
幼
時
の
敎
育
は
父
に
依
っ
て
行
は
れ
、
彼
が
古
典
文
學
に
對
す
る
終
生
の
愛 

；

好
は
之
を
父
よ
り
#
た

ビ

稱

せ

ら

る
"

ー：
八

〇

三

年

ィ

ー

ト

ン

に

入

學

し

、一
八
〇
七

年

、O
x
f
o
r
d

の
.Ma

g
d
a
k
n

 

^
.
o
l
l
e
d
g
e

の
將
待
生
ビ
な
つ
た
、

當
時
著
明
のt

u
t
o
r

な
^s

し

W
h
a
t
e
l
y

の
友
人
に
加
入
し
、

こ
、
よ
b
兩
界
は 

終

注

の

親

交

を

結

べ

八
 

一

二

年B
.
A
.

を
一
八
一
五
年
M
.
A
.を
得
た
"
彼
が
語
る
處
に
依
れ
ば
、
彼
は 

父
の
敎
r

に

於

け

る

誤

れ

る

施

與

の

弊

寄

を

痛

感

し

、脒
に

此

頃

に

於

て

、
救
t
?i
'改

正

の
決

意

を

爲
せ

S
い
ふ
、

後
年
救
贫
法
に
關
す
る
彼
の
努
力
は
此
時
に
胚
胎
せ
る
も
の

V
J

い
ぶ
ベ
.き
で
ぁ
る
、

一八
ー
九
年
辯
護
士
の
免
許
を 

パ
受
け 

一
A
1J1

年

M
a
r
y

 

Charlotte 

V」

結
婚
し
てK

e
n
s
i
n
g
t
o
n

に
届
を
定
め
た
。

:
;固
;2
り
彼
の
注
意
は
特
に
經
濟
學
に
向
け
ら
れ
た
*
そ
の
最
初
の
經
濟
學
的
作
物
は
一
八
ニ
ー 

年
六
月Quarterly 

泛
告
_
誌
上
に
於
け
：る
農
業
に
|«
す
る
も
の
で
ぁ
る
、

一
八
二
三
年the 

political 

E
c
o
n
o
m
y

 
Q
u
b

の
會
員
 ̂

な
々
、1

一
五
年
、
冴
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
經
_
學
ビ
な
れ
务
、
五
ケ
年
そ
の
位
置
を
持
し
た
る
後
、
友

人

ミ

に
 

之
を
讓
れ
&
、
こ
の
出
に
於
け
る
彼
の
學
的
業
»
を
»
る

な

ら
ば
、
上
記
論
文
の
外
に
、

Hfc
r
r
e
g Lectu res 

on th

ぃ 

transmission 

oi tne 

precious 

metals 

from 

country 

5 

country, 

s
d the 

mercantile 

theorv 

of Wealth

»
. 

I
I

(del

<-ered 

in 

June 

I9
2

7
.>

 T
w
o

 

Lectures 

on 

population, 

(delivered 

in 

Easter 

T
e
r
m

 

100
2
00
0

Three 

「Lectures 

on the 

Value 

o
f 

M
o
n
e
y
,

 

(delivered 

in 

1
8
2
9
0

Three 

Lectures 

on 

t
h
e
n
o
s
t

 

of 

Obtaining 

M
o
n
e
y

 and 

s
o
m
e

 

effects 

of Private 

and 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t 

P
a
p
e
r

 lyroney. (delivered in Trinity H
e
r
m

 

109
2
9.

)

、 

Three 

rectures 

on 

die 

Rate 

of W
a
g
e
s

 

with 

preface 

on 

the 

causes 

aad 

Reme
d
i
e
s 

o
^
.ŝ
fp
ー
泛
け
a
K'
s

o-
p— 

.nee 

100
3
0
.如
ち
主
ヒ
む
て
大
學
敎
授
生
活
の
所
產
な
る
を
以
て
、
理
想
的
の
も
の
が
大
部
を
占
め
て
ゐ
る
。

:
大
學
を
退
き
て
後
の
作
物
は
實
際
的
の
も
の.多
し
。

.

L
e
t
t
e
r

 

to 

J
L
O
r
a
H
o
w
l
c
k

 

o
n

 

a

 

L
e
g
a
l

 

p
r
o
v
i
s

o*n 

for 

t
h
e

 

Irish 

p
o
o
r
.

 

I00
3
E
.等

な
.

ON、

か

、
s

t
、

一
 

八

三
三
年
に
到
り
て
彼
は
救
翁
法
委
員
會
の
一
員
に
任
せ
ら
れ
、
こ
、
に
救
貧
法
史
上
著
明
な
る

一.

八
三
四
年
の
救
貧 

.法
の
基
礎
を
作
つ
た
、
少
し
く
そ
の®
末
を
敍
せ
し
め
ょ
、
英
國
贫
民
法
の
歷
史
を
觀
る
に
、
貧
民
に
關
す
る
國
家
：

..的
干
渉
は
そ
の
初
期
に
ぁb

T
は
消
極
的
に
し
て
、
斯
法
は
貧
民
の
.利
益
擁
護
.の
爲
め
ビ
.い
は
む
ょ
り
寧
ろ
乞
食
防

笫
ニ
十I

卷

0
1
六
七'九〕

；

ナ

タ

ソ

ウ

ィ

リ

ア

ム

，
シ

u
l
a
r論

，
 

第
-

H
1

H
:

六

七

：



m

n
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一

怨

2

六
八
o)

ナ
タ
ソ
ク
•ゥ
ィ
^
v
r
<
‘
シ
’
1
1ョ

)

ア
論 

第
卜
ニ
^

5、
\

止
の
爲
め
に
制
定
せ
ら
れ
た

"
こ
の
時
代
に
あ
う
て
は

"
.積
極
的
救
濟
：の
義
務
：は
：敎
會
に
存
し
た
。

然
る
に
敎
會
は
、
施
興
そ
の
も
の
の
裡
に
神
ベ
の
道
を
見
る
の
み
に
し
て
、
.そ
の
施
與
の
結
果
に
就
い
.て
多
ぐ
の 

願

®
を
拂
は
な
か
っ
た
、
爲
め
に
却
っ
て
多
數
の
乞
食

^
無
賴
漢
ど
を
生
：む
だ
。

か〜

て
彼
等
の
取
締
法
が
國
.家
の 

手
に
依
う
て
制
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
ー
六
〇
ー
年
に
於
け
る
エ
リ
ザ
べ
ス
の
救
貧
法
は
斯
法
の
性
質
を
著
る
し
く
變
E
し
た
、
そ
は
單
な
る
K 

締
法
に
も
非
す
、
將
又
單
な
る
慈
善
に
も
非
ず
"
そ
の
.第
一
目
標
«
次
代
の
人
々
の
：保
議
ど
經
濟
的
及
び
_道
德
的
ザ 

則
に
適
合
せ
る
勞
働
®
傭.VJ
に
存
し
た
の
で
あ
っ
た
"
然
る
に
斯
法
の
原
理
の
食
行
は
決
し
て
速
に
行
は
れ
た
の
で 

は
な
い
、

一
六
六
ニ
年
の
居
住
法
は
勞
働
者
の
自
由
な
る
移
動
を
制
限
す
る
.事
に
依
.

CN

て
、
著
る
し
く
之
を
束
縛
し 

た
、
爾
後
幾
多
の
法
律
の
制
宛
を
み
た
、

一
六
九
一
年
、

一
六
九
七
年
、

1
七
0
七
年
、

一
七
ニ
三
年
、

一

七
四
三 

年
等
等
。
こ
の
問
に
於
て
救
貧
法
は
次
第
に
ヱ
リ
ザ
べ
ス
時
代
の
斯
法
の
■

を

議

し

、
た
Y
同

情
心
ょ
う
し
て 

救
助
を
與
ふ
る
を
以
て
、
そ
の
旅
理
€
な
す
に
到
っ
た
、
か
ぐ
て
當
時
の
救
貧
法
に
對
す
る
反
對
は
經
濟
學
赉
の
侧 

ょ

り

起

る

に

到

っ

た

、
：
一
七
五
ニ
年

 

T
h
o
m
a
s

 

A
l
o
c
k

 

は
‘

observations 

o
p 

f
 

effects 

of the 

p
o
o
r

 

L
a
w

 
ゴ 

'を
著
し
て
、
贫
民
に
對
す
る
强
制
的
救
恤
の
制
度
を
攻
擊
し
.。

一
七
八
六
年
に
はR

e
v
.

 

J
o
s
e
p
h

 

T
o
w
n
l
e
y

の 

"
D
i
s
s
e
&
t
i
o
n

 

o
n'the 

p
o
o
r

 

L
a
w
—

が
出
で
て
、
公
共
の
救
恤
に
嫌
し
た
、

一
七
九
八
年
に
H

 ̂

l

gの 

"
A
n

 

E
s
s
a
y

 

o
p 

the 

p
r
i
n
c
f

 

o
f po

p
u
l
a
t
i
o
n
,
-

が
出
版
さ
れ
た
、

マ
ル
ナ
ス
及
び
そ
の
學
徒
は
彼
等
の
人
口 

理
論
に
依
り
て
救
貧
法
の
®
止
を
要
求
し
た
。

飜
'つ
て
救
贫
法

に
®
イ

出

®

を
み
る
に

1

七
八
五
年 

一
、
九1

-

ニ
、
〇
〇
〇
磅

一
八
〇
三
年

 

四
、
〇
七
七

.、
八
九‘1破

.
-
>'
、
：：'
八
一
七

年
：：： .

七
"
八
七
0
、
八
〇
一
磅

,に
し
て
、
粱
年
增
加
の
傾
何
顧
：
る
顯
著
ャ
あ
つ
た
、
か
ぐ
て

一

八
-
.七
年
下
院
議
員

n
u
r
w
e
n

の
要
求
に
*
き
斯
間

,
-
題
に
關
す
る

 

一®
M
#が
組
織
せ
ら
れ
た
"
同
年
七
月
四
日
、
同
委
員
會
は
報
吿
書
を
提
出
し
斯
出
费
附
加
の
傾
向

:

を
肌
止
せ
ず
ん
ば
ノ
そ
は
一

切
の

利
潤
を吸
收
し*
遂
に國
土
を

破
壊
す
る
に
到
る
べ
き
を
述
ベ
た
、

斯

©
員
#

の

v
li
r
A
以
オ
救
贫
法
改
疋
は
、
重
大
な
る

|1
4
事
問
題
ぐ

」

な
つ
た
、
他
方
に

Thomas Chalmers, Sir G. Nicholis
等

のA
々
は
各
地
に
谷
.榇
の
救
貧
制
度
を
實
施
し
た
、
か
ぐ
て

全

制
度
の
改
革
は
今
や

織
烈
な
る
問
@

ビ
化
し
た
の
で 

ぁ
る
0

丨

-

I

A三
ニ
年
一
瓦T

日

>il
t
h
o
r
p
.

卿
は
政
府
が
斯
問
題
の
徹
底
：的
硏
興
の
爲
め
に
、
委
員
#
を
組
織
す
ベ
き
を 

:

宣
言
し
た
、
シ
一
一
ョ
ァ
は
、

こ
の
委
員

のj

人
に
撰
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
年
齒
四
±
|

0

該
麥
員
會
の
主
た
る
任
務
は
先
づ
補
助
委
員
を
し
て

*

大
な
る
事
實
を
]s

集
せ
し
め
、
之
を
：取
捨

.撰
擇
し
整1
す 

る
に

存
した
る
が

"
こ
れ
が

實
際
に當
ぅ
た
る
は
、

シ
ニ
ョK

に
し
て

Chadweii

の

援
助
の
下ニ遂
行
せ
、b
、
た 

の
であ
る
。

:

今
、
救
贫
間
題
に
關
す
る
彼
の
思
想
を
窺
ふ
に
、

1

八
ニ
六
年
十
二
月
六
日
の
牛
律
大
學
に
於
け
る

;*

義
に
.於
て 

貧
窮
な
る
人
民
が
陷
る
规
多
の
寒
心
す
ベ
き
狀
態
を
具
し

/2

る
後「

こ
は
決
し
て
文
明
社
會
が
當
面
す
る
の
恐
な
き 

極
端
な
る
狀
態
を
假
定
し
た
る
も
の
に
：非
す
、
現
時
に
到
る
ま
で
、
凡
ゆ
る
人
口
稠
密
な
る
國
の
住
民
の
大
多
數
の
；

:
笫_ー11 ~

1

怨
.

ぐI

六
八I〕

.

ナ
タ
.
y
^
®
Y/
ィ
リ
ア
ム•
シJI. nr

ア
論
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第
十
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-
*
'
1ぶ
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^
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盤
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I

六
八1

一

)

ナ
タ
ク
ゥ
*ゥ
ィ
V
ア
ム
f
ゾ11

ョ
ア
論 

第
十
一
0 

^
3

.狀
態
？

•

:
大
英
帝
國
の
大
部
は
過
去
三
十
年
間
こ
の
狀
態
に

： "

而
も
明
か
に
.加
：速
度
を
以
て
沈
み
つ
 

>
あ
る
な 

り」
(ibid. 

IS-I9
)
：

ビ
說
い
た
"
然
ら
ば
之
が
救
濟
策
如
何
。

先
づ
、
前

記「

議

」

に
於
て
、

一
八
ニ
六
年
の
下
院
委
員
會
が
、
勞
働
の
供
給
過
多
ょ
6
生
じ
た
る
貧
窮
救
濟 

.

策
ビ
し
て
、
移
说
の
獎
勵
を
主
張
し
た
る
報
吿
書
の
一
節
を
揭
げ
た
、T. 

M
a
c
k
a
y

は
、

シ
二
ョ
ァ
が「

之
を
可
 ̂

し
て
引
用
せ
り」
ど
記
述
せ
る
も(

H
istory 

of English 

P
o
o
r

 

L
a
w
.

 

v
o
l
.
I
I
I
. 

p. 

3
2

)

前
後
の
»)
系
ょ
り
し
て
、 

ン
該
引
用
は
む
し
ろ
勞
働
過
剩
が
竭
く
悲
む
ベ
き
事
情
を
明
に
す
る
に
あ
ぅ
し
も
の
の
如
く
で
あ
る
、
併
し
乍
ら
一
八 

三0

年

のT
h
r
e
e

 

Lectures 

on 
the 

Rate 

of W
a
g
e
s

に
於
て
は
、
移
民
讚
成
を
明
示
し
た
"「

一
階
級
の
人
口
の 

赏
際
的
過
剩
に
對
す
る
嘥
—
の
應
急
策
は
古
き
是
認
さ
れ
た
る
一
策—

移
民
な
り」

ミ
い
つ
た
、
彼
は
之
：を
以
て
救 

貧
法
改
正
を
導
ぐ
豫
備
手
段

^
し
て
記
述
せ
る
も
の
の
如
く「

現
狀
に
於
て
、
.何
人
か
敢
て
,
救
貧
法
の
有
效
な
る 

改
疋
を
實
行
す
る
も
の
ぞ
，
移
民
に
依
り
て
、
是
等
の
地
方
を
糜
追
せ
る
貧
窮
を
除
去
廿
ょ
、
然
ら
ば
尙
、
ra
雛
は 

殘
る
へ
き
も
^
も
力
、
る
ft
改
は
食
行
し
得
ら
れ
ざ
る
事
な
き
に
到
る
ベ
し」

？
。

救
貧
过
に
麻
す
る
彼
が
初
期
の
見
解
は
::
>

1
&
€1* to 

L
o
r
d

 

H
o
wo'
k 

(dated 

IJth. 

A
u
g
u
s
t
.

5>
3
r

)

中 

.
に
明s

な
り
"
彼
は
狡
病
及
び
：癫
往
の
醫
燦
的
處
置
に
對
す
る
强
制
的
施
設
は
g

f
し
き
も
の
な
れ
ざ
も
、
老
莕
及 

び
孤
兒
に
對
す
る
强
制
的
施
設
に
は
反
對
し
た
、
就
中
身
體
强
壯
な
る
客
に
.對
す
；る
立
法
的
救
濟
制
度
に
は
絕
對
的 

に
反
對
し
た
。
然
る
に
爾
後
の
種
々
な
る
W

M
は
、
.彼
の
意
見
を
變
31
せ
し
め
た
の
で
あ
る
、

(Mackay-ibid. 

p. 

32-3
4
)

こ
の
點
に
關
し五

！！

人
は
何
故
に
彼
が
最
初
に
救
貧
法
に
反
對
し
た
る
か
、
又
如
何
な
る
寧
情
が
彼
の
見
解
を 

變
改
せ
し
め
た
る
ゃ
を
知
ら
ん
事
を
切
蕻
す
る
け
れ
^
不
幸
に
；し
て
、
彼
の
初
期
の
著
作
、
W
信
等
に
關
し
て
有
す

る
資
料
の
頗
る
不
足
な
る
爲
め
に
、
之
を
爲
し
得
な
い
。
暫
く
、M

a
c
k
a
y

の
所
說
を
引
用
し
て
也
日
を
切

^
せ
ん 

:
:の
み
'

委
員
ど
し
て
の
ゴ
ー
“

^
の
活
動
は
頗
る
願
著
で
ぁ
つ
た
。

一
八
三
㈣
年
.ニ
月
、
委
員
會
は
、
斯
法
改
正
の
基
礎 

た
るV

き
報
吿
截
を
里
出
せ
り
、
而
し
て
そ
の
四
分
の
三
は
、

シ
ニ
ョ
ァ
の
筆
に
成
れ
る
も
の
に
し
て
、
又
、
該
改 

正
令
そ
の
も
の
も
:*
多
く
彼
の
筆
に
成
つ
た
。
さ
れ
ば「

佘
は
、
.
全
法
規
の
成
果
に
關
し
責
忸
を
有
す」

彼
は 

を
の
友 

Alexis 

de 

TocquevHIe 

に
言
送
つ
て
ゐ
る(

1
1̂ correspondence 

s
d conversations 

of 

Alexis 
de 

focquevilie 

with 

N. 

w
.

 

Senior. 

100
7
2

)

.
幾
多
の
煩
勞
多
き
政
治
的
肋
折
を
經
て
、
救
貧
法
改
正
條
例
は
一
八
三
四
年
八
月
十
阁
ロ
皇
帝
の
裁
可
を
得
た
の

で
あ
る
。
 

.

• 

§
 Dictionary of National Biog'aphy

は
シ
ニ
ョ
ァ
が
裘
政
萍
命
の
半
キ
ー
八
三
三
年
ミ
記
せ
る
む
救
贫
法
關
す
る
跻
他
の
著 

#
は
三
ニ
年W

記
せ
り
o :

.

.英
國
政
府
は
彼
の
功
®
に
對
し
、
五
一
白
磅
の
金
額
ど
ナ
ィ
ト
爵
.位
を
赠
與
す
、べ
き
を
申
出
で
た
ろ
も
、
共
に
謝
絕 

を
受
け
た
、

一
八
三
六
年master in 

C
h
a
n
c
e
r
y

に
任
せ
ら
れ
一
八
瓦
五
年
そ
の
廢
±
に
到
る
ま
で
そ
の
地
立
を 

保
持
し
た
。
そ
の
間
_
び
以
後
數
個
の
王
立
委
負
會
の
1
員
ビ
な
つ
た
> 

一
八
三
七
年
に
.は
工
場
委
員
會*

1

八
四 

:
_
:年
に
は
手
織
委
M
會
？
1
A
I四
四
年
に
は
、
愛
蘭
救
食
法
委
員
會
”1

八

：五

七

年

に

は

敎

育

委

M
會

等

.。

即

ち

彼
 

の
實
際
的
活
動
は
主
ど
し
て
社
會
問
題
に
存
し
た
の
で
ぁ
る
。

そ
の
最
大
な
る
經
濟
學
的
貢
献
た
るA

n

 

Outline 

of the 

Science 

of Political 

E
c
o
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o
m
y

は
救
貧
法
&
疋
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第
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1
浴

•

(
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六

八

四)

■

ナ

少

ソ

ゥ*
ゥ

ィ
9
ア

ム

、
シ

J

一
日
，
ア

論

#,
卜

二

域 

七
一
一

業
を
終
へ
た
る
翌
々
年C

 I

八n
1

六
年〕

、E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a

 

M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
a

の
；
一
部
^
し
て
出
で
ヤ

、
後
、poiitfoal 

E
c
o
n
o
m
y

ヒ
し
て
®
獨
に
出
版
せ
ら
れ(

一
八
五
〇
年)

爾

後

1
八
七
ニ
年
ま
で
に
六
版
を
重
ね
た
。

®

»
rK
著

作

の

外

に

文

.# 1
に
S
す
る
意
見
を
時

.■々

.Qu
a
r
t
e
r
l
y

及
：び
...

L
o
n
d
o
n

 ..Review.

nf
e

b
に
'發
表
し
、

く 

E
d
i
a
b
p
r
g
h

 

R
e
v
i
e
w

誌

上

にV
a
n
i
t
y

 

F
a
i
r

に
蘭
す
る
一
論
文
.を
戰
せ
た
事
が
あ
る
ら

彼
は
頗
る
常
識
に
富
み
、
平
靜
に
し
て
煩
雜
な
る
間
題
に
拘
る
を
好
ま
な
か
っ
た
、
.
一
八
六
四
年
管
ニ
子
を
遺 

し

て

K
e

l
o

n

な
る
南
宅
に
長
逝
し
た
*
生
前
各
地
に
旅
行
を
賦
み
、
交
友
は
麟
る
多
か
っ
た
0.

彼
の
主
要
な
る
論
文
は
多
く 

E
d
i
n
b
u
r
g
h

 

R
e
v
i
e
w

に
發
表
士」

ら

X
々
。

彼
の
單
行
本
ビ
し
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
列
擧
せ
ば
次
の
如
ぐ

多
數
に
上
る
。
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w
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E
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100
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(

ニ)

五
：！

人

は

嘗

て

「

利

潤」
「

勞

飯」
「

價

値」
「

收

權

遞

滅

法

則

，

」

等

に

關

す

る

シ

二 

m

ァ
が
見
解
の
槪
要
を
數
囘
本
訪 

に
紹
介
し
た
、
故
に
此
の■

一
 

文
の
主
た
る
目
的
マ」

す
る
處
は
此
等
個
々
の
理
論
の
¥
述
に
非
ず
し
て
、
經
濟
學
に
對

節

二 
i

餘

.
C
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二
HI
ア

論

J
卜一 
一̂

b

Ja

す
る
彼
の
根
本
的
見
解
、
殊
に
そ
の
方
法
論
、
竝
び
に
這
個
諸
理
論
の
相
互
的
關
係
の
：考
察
で

あ
る
、
換
言
甘
.ば
：彼 

が
經
濟
學
の
«
成
を
些
に
て
も
明
に
せ
ん
；ビ
す
る
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

先
つ
經
濟
學
の
意
義
に
關
す
る
彼
の
見
解
を
看
る
に
、
そ
れ
は「

富
は
何
か
ら
成
る
か
又
如
何
な
る
耍
素
に
衣
0 

て
生
產
3
れ
る
か
而
し
て
如
何
な
る
法
則
に
從
つ
て
分
配
さ
れ
る
か
、
吏
に
又
、
富
の
生
產
を
容
易
に
し
そ
の
分
配 

を
雜
し
以
て
各
個
人
に
最
大
可
能
最
の
富
を
與
う
る
如
き
制
度
及
び
慣
習
は
如
何
、
之
等
を
敎
う

る

.

の
科
學
で
あ
る」 

ど
い
ふ
、
こ
の
意
味
に
於
け
る
經
濟
學
は
理
論
的
部
門VJ

食
際
的
部
門
に
分
た
れ
る
、
前
者
は
富
の
性
質
、
生
產
及 

.び
分
配
を
說
明
す
る
處
の
も
の
で
あ
う
、
後
渚
は
、
如
何
な
る
制
度
が
、

最
も
有
利
な
う
や
を
確
む
る 

も
の
で
あ
るV

J

い

ふ(
A
n

 

Introductory 

L
e
c
t
u
r
e 

o
n

 

P
O
L

 

E
C
O
.

 

1
00
2

7
. p. 

7

-00)

こ
の
區
別
は
經
濟
學
純
理
ビ 

政
策
ど
の
區
別
な
う
ビ
懈
し
て
差
支
な
か
ら
う
^
思
ふ
。

.

;
-の

意

味

に

於

け

：
る

理

論

的

部

門

即

ち

"

富

の

仲

質
生
*
及
び
分
配
を
說
明
す
る
部
門
は
僅
に
數
個
の
一
般
的
命 

:題
に
基
礎
を
麗
ぐ
^

の
，
で

あ

る

、

是

等

の

命

題

は

.

、
觀
察
若
し
ぐ
は
意
識
の
結
果
で
あ
つ
て
殆
ん
ざ
凡
ゅ
る
人
の
® 

想
に
ビ
り
て
珍
ら
し
か
ら
，ざ
.る
も
の
、
少
く
ビ
も
人
々
の
從
前
の
智
識
中
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
ビ
い
ふ
、
 

そ
し
て
被
が
揭
げ
る
命
題
は
次
の
五
個
で
あ
る
。

第
十
、
富
は
讓
波
し
:^
:ベ
ぐ
供
給
に
制
限
が
あ\

且
つ
，
直
接
問
接
に
快
樂.を
生
じ
又
は
苦
痛
を
防
ぐ‘べ
き| 

切
の
も
の
即
ち
交
換
し
得
べ
，き
も
の
ょh
成
り
又
か
、
る
も
の
の
み
ょ6

S
る0 

:
第
二
、
各
人
は
可
及
的
最
小
の
犠
牲
を
以
て
、
可
及
的
最
大
の
富
を
獲
得
せ
ん
斟
を
蕻
む

"

、
第
三
、
勞
働
其
他
富
を
生
產
す
る
諸
他
の
耍
素
の
カ
は
、
こ
れ
等
の
耍
素
の
所
產
を
吏
に
生
齑
手
段
に
用
る
事
に

依
ぅ
て
、
無
限
に
增
加
し
得
る
。

:
:

:

第
®

、
農
業
的
熟
練
に
し
：て
同
、
一
な
ら
ば
、

1

定
區
域

.

の
土
地
に
投
せ
ら
る
、
增
加
勞
働
の
生
產
す
る
收
獲
率
は 

減
少
す
る
。

.

第
五
、

一
定
區
域
の
人
口
は
道
徳
的
又
は
肉
體
的
害
惡
又
は
該
區
域
の
各
階
級
の
住
民
各

®

の
習
慣
が
，
要
求
ず 

:
>

へ
き
：富
即
ち
そ
の
必
要
品
？
便
宜
品
及
び
奢
侈
品
の
獲
得
手
段
の
不
足

.

に

依

り

て

制

限

，せ

ら

る

。，

彼
は
こ
れ
を
說
明
し
;:
^

こ
.の
中
第
二
は
意
識
の
問
題
た
る
も
他
は
觀
察
の
問
題
で
'あ
る
ヒ
云
つ
て
ゐ
る 
> 
こ
の
點 

に
於
て
は
彼
の
方
法
は
歸
納
的
で
あ
る
ヾ」

云
へ
ょ
ぅ
、
や
が
て
之
ょ
り
し
て
推
論
を
行
は
む
ミ
す
る
も
の
で
あ
る
、 

そ
し
て「

そ

の
結
論
は
、
前
提
に
殆
ん
ど
等
し
く一

般
的
で
あ
る
、
富
の
性
質
及
び
生
產
に
關
す
.る
も
の
は
普
遍
的 

:

に
眞
で
あ

る

、
富
の
分
配
に
|«
す
る
も
.の
は
、
特
殊
の
國

々
の
特
殊
の
制
度
に
影
響
さ
れ
る
傾
が
あ
る
け
れ
ぎ
も
ー 

，例
へ

ば
、
奴
隸
制
度
、；
穀
物
法
又
は
救
貧
法
の
場
合
の
如
くー

事
物
の
自
然
的
狀
態
をT

般
：原

則

ビ

し

て

置

：き
得
る 

の
，で
.あ
つ
て
特
殊
の
妨
:«
原
因
に
1依
つ
て
生
ず
る
變
則
は
後
.に
之
を
參
酙
し
得
る」

v

說
く(Introductory, 

p. 

819 

七
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4
- 3

o\>

 

'

如
上
の
意
見
は「

經
濟
學」

に
於
で
は
、
可
成

{

の
變
更
を
示
し
て
ゐ
る
。

:

先

づ「

經
濟
學」

.

.に
於
て
は
，經
濟
學
の
實
隊
的
部
門
な
る
も
の
に
全
然
論
及
し
て
ゐ
な
い
、
斯
學
を
定
義
し
て
富 

の
性
質
、
生
產
及
び
分
配
を
論
す
る
の
科
學

j

ビ
云
つ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
前
記
の

「

講
義」

に
於
て
、
經
濟
學
の理 

論
的
部
門vj

稱
甘
る
處
の
も
の
に
當
る
、
併
し
こ
の

「

論
ず
る」

ど
い
ふ
言
葉
を
廣
義
に
解
す
れ
ば
、
そ
の
.實
際
的 

部
門
も
入
ら
な
いビ
は
い

へ
な
い
喾
で
あ
る
が
、
マ
力
ロ
ッ
ク
る
の
龙
義
に
對
す
る
彼
の
批
評
を
み
れ
ば
、か
、
；
解

第
二
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ナ
ツ
ソ
ゥ
。ゥ
ィ
リ
ア
ム
，
シsl“

ア
綺 

第
i

l靖 

七
ふ
、

釋
は
出
來
難
い
様
に
思
ふ
、

マ
カ
ロ
.
.ッ
，ク

先

づ

定

義

し

て

「

經
濟
學
は
交
：猶

僙

値

を

有

し

 

> 
人
間
に
で
つ
て
必
^
有
.
 

用

又

は

认

適4

る
物
^
又
は
生
產
物
の
生
產
、
：分
配
及
び
沿
©
を
支
配
す
る
法
則
の
斜
學
で
あ
る」

V
Cい
ふ
、
^
で
、 

必
要
有
用
及
び
快
適
だ
け
で
富
に
な
ら
ぬ
、
交
換
價
値
を
有
す
る
事
が
絕
對
に
必
喪
な
の
で
あ
る
•
そ
.こ
で
彼
は
前 

記
の
定
義
を
耍
約
し
て
ノ「

經
濟
學
は
憤
値
の
科
學
^
り」

€
云
ふ
ノ
こ
れ
だ
け
«

ら
シ
ニ
ョ
ァ
の
批
難
を
受
け
な
く 

て
ょ
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
K
に
經
濟
學
の
目
的
を
以
て
.「

人

の

勸

勞

を

し

て

必

喪

品

有

用

品

及

び

快

適

品

.を

生

摩 

す
る
に
最
も
生
產
的
な
ら
し
め
得
べ
き
方
法
を
指
摘
す
る
亭
で
あ
る」

e
稱
し
た
が
爲
め
に(

M
c
c
u
r
i
o
c
h
.

 

P
H
n
d
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ples 

of Pol. 
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W
a
r
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&
 

L
e
c
k
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e
d
:
p
」

？
I
2
)
「

這
個
の
.硏
究
は
，
過
重
覦
す
る
能
は
ざ
る
程
に
重
要
で
あ 

る
が
そ
の
範
圍
を
_限
定
す
.る
は
容
易
で
な
い
、

そ
れ
ら
は
、
そ
の
一
般
的
前
提
^
し
て
民
刑
兩
法
及
び
政
治
原
理
の 

全
理
論
を
包
含
し
，
.そ
の
特
殊
的
前
提
ビ
し
て
當
該
社
會
の
»|
:
會
狀
態
_に
影
響
す
る
全
事
實
の
智
輯
を
包
含
す
る
。 

佘
は
か
、

る
硏
究
が一

.著
作
の
範
圍
を
逾
に
超
®
す
る
.：も
の
で
あ
る
事
を
信
ず
る
。
寧
ろ
吾
人
及
び
讀
考
の
注
意
を
.
 

富
の
.性
質
生
產
及
び
分
配
..に.限
定
す
る
事
に
依
つ
て
却
つ
て
明
燎
完
全
有
益
な
る
：著
作
を
な
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
：

： 

經
濟
學
潘
の
取
扱
ふ
主
題
は
、
幸
.福
に
非
ず
し
て
富
で
.あ
る
• 

•
.
パ
經
濟
學
の
任
務
は
、

1

般
的
原
理
の
敍
述
で
あ
つ 

て

、

推

擧

や

排

斥

；で

は̂
い」

画

ぐ

(senior. 

Pol. 

E
C
O
,

 
p. 

1
-
3
)

そ
し
て
前
記
、
講
義
に
於
て
、
經
濟
學
の 

理
論
的
®
分
の
前
提
た
る
、ベ
き
も
の
ビ
し
て
揭
げ
た
5E
M
則
を
、
單
に
經
濟
學
の
前
提
ビ
し
て
揭
げ
る
、
が
ぐ
>
，
前 

会
M

0

rーゝ
^
は
，
^

ヵ
れ
^
第
ニ
項
以
^
の

四

原

坪

ヵ

擧

げ

ら

れ

て̂
る
、
fs
^
順

序
■に

變
K
が
あ
つ
て「

輕
«
學
.
-

で
は
經
濟
法
則
か
第
一
人
口
法
則
が
箾
一

一、

生
康
手
段
の
增
加
に1 ]
す
る
方
法
；が
第
三
>
收
穫
遞
減
法
則
が
第
四
ミ 

な
.つ
て
ゐ
る
o

こ
の「

講
義
し
の
第 

一
1'

を
智
ぃ
た
の
は
適
當
で
ぁ
ら
ぅ
。

そ
れ
は
：富
：の
：定
義
で
ぁ
つ
て
、
法
則
で
は

な

し

「

觀
察
又
は
意
a
の
結
果
し
で
は
な
い
、
そ
し
て
#1
か
れ
/2
第
ー
項
は
：、「

富
の
性
質」

論
に
於
て
，
富
の
定
義 

ど
し
て
揭
げ
、b
れ
て
あ
る
。

さ
そ
彼
の「

經
濟
學」

の
構
成
を
.み
る
に
、
定
義
ど
し
て
は
富
の
性
質
生
庫
及
び
分
配
.を
論
ず
る
學
ビ
は
云
り
て
ゐ 

る
が
、
特
に
生
產
論
せ
し
て
區
切
ら
れ
て
ゐ
な
い
、
先
づ.

「

定
義」

の
後
に
：

「

富
：0
性
？

論
、
次
が「

斯
學
の
四
基

本
命
題
の
敍
述」

最
後
が
，

「

富
の
分
配」

で
あ
る
、
生
產
論
は
，
第
三
、
第
四
の
雨*
本
命
題
の
敍
述
に
關»
し
r 

'
.iL
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
。：

彼
以
前
の
英
國
經
濟
書
を
願
る
に「

國
富
論」

に
も
、
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の「

原
論」

に
も
®
マ
V
ナ

ス

の

「

获

,&」
こ
も
、 

ロ
ン
ダ
フ
ィ
ー

ル
ド
のr

諸
義」

に
も
，
生
產
論
ど
い
ふ
部
門
は
な
い
、
ト
レ
ン
、、ス
及
び
口
ウ
ダ
ァ
デ
ィ
ル
は
、

そ
の 

書
名
を「

富
の
生
產
論」

及
び
.

「

公
共
の
富
の
性
質
及
び
、
船1

に
關
す
る
硏
究
U.w

題

し

專

ら

生

齑

論

を

，硏

究

し
た 

の
で
あ
つ
て
、
書
中
特
に「

生
康
論」

ど
し
て
述
べ
て
ゐ
な
い
。
た
、、
.マ
力
ロ
ッ
ク
が
、「

原
論」

の
第1

1

編
を「

生
產
論」

 

ビ
名
付
け
、
人
口
法
則
を
も
そ
の
中
に
包
含
せ
し
め
て
論
じ
て
ゐ
る
、
何
故
に

シ
二
ョ
ア
が「

生
產
論」

な
ふ
編

を

設 

け
な
か
つ
た
か
は
確
知
し
得
な
い
が
、
之
を
設
け
る
ど
す
れ
ば
脒
に
四
基
本
命
題
の
敍
述
中
に
述
ベ
た
處
ビ
重
複
す 

る
•
に
な
る
か
ら
之
を
避
け
た
の
で
も
あ
ら
ぅ

か
。

同
時
に
亦
シ
二
ョ
ア
に
は「

消

®
論」

も
な
い
。
消
費
の
意
義
等
は
、
，
第
三
裁
本
命
題
：の
說
明
中
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ 

る
が
そ
れ
も

"
僅
々
三
頁
程
に
す
ぎ
ぬ
、

こ
れ
は
、
消
费
の
意
味
が
頗
る
局
限
さ
れ
て
ゐ
た
が
爲
め
で
あ
ら
ぅ
、

シ 

-
I

ョ
ア
は
消
費
を
定
義
し
て「

物
を
他
用
す
る
事」

ど
云
つ
て
ゐ
る
。
特
にr

消

#
論」

な
る
一
篇
を
設
け
た
マ
ヵ
ロ
ッ 

ク
で
さ
え
全
ー
一
IT
十
九
頁
の
中
十
五
頁
を
費
し
て
ゐ

-る
に
す
ぎ
ぬ
、

そ
し
て
消

^
の
意
味
も
间

^
に「

史

用

一ど
S
し

第
二
十
5 
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；

ナ
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號
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七
へ

て
ゐ
るr

經
濟
學
渚
が
用
ゐ
る
意
味
で
は
，
消
®
は
使
用
^
同
意
義
で
あ
■.る」

ど
。
 

、

此
の
如
き
意
義
？
構
成
を
有
す
る
經
濟
學
は
、
如
何
な
る
方
法
を
以
て
硏
究
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
d 

い
ふ
迄
も
な
く
經
濟
學
方
法
論
：が
明
燎
に
論
述
せ
ら
れ
た
の
は
、
ジ
ェ
！

工
ス
、
ミ
ゲ
以
後
の
事
で
あ
る
•
ア
ダ 

ム
•
ス
ミ
ス
に
は
方
法
論
は
全
然
な
い
。
こ
れ
ス
ミ
.ス
の
方
法
が
演
驛
な
り
や
歸
納
な
&
や
に
關
す
る
論
議
の
容
易 

に
.一

致
せ
ざ
り
し
一
原
！I;

で
あ
ら
ぅ
。
リ
カ
ア
ド
ォ
は
演
繹
的
方
法
：に
賴
れ
る
も
の
ど
看
做
さ
る
、
に
一
致
し
て
ゐ 

る
様
で
あ
る
か
、
彼
に
も
方
.法
論
は
な
い
。

マ
グ
サ
ス
は
そ
の「

M
lr」

の
序
に
於
て
幾
分
之
に
.ふ
れ
マ
‘
ゐる
様
に
思 

は
れ
る
。
そ
の「

原
論」

の
表
題
に
も 

principles 

of Pol. 

ECO. 

cosidered with a view to 

their p
r
a

-otical 

a
p
p

v- 

cation 

V
J

い
ふ
の
.で
あ
る
か
ら
彼
の
眼
が
現
實
を
離
れ
る
も
の
で
な
‘い
s
い
ふ
事
は
看
取
さ
れ
る
。
元
來
マ
ル
サ
ス 

の
原
論
铽
ジ
カ
ア
ド
ォ
の
原
論
に
對
す
る
反
駁
の
意
味
を
多
分
に
有
す
る
も
0
で
あ
る
。
固

ょP

そ
の
態
度
は
謙
讓 

.で
あ
つ
て「

余
が
到
達
せ
る
結
論
に
し
て
、
リ
カ
ア
ド
ォ
氏
の
結
論
に
反
せ
る
も
の
に
於
て
、
余
に
誤
な
か
る
べ
し 

^
は
決
し
て
主
張
ず
る
.も
0
で
は
な
い」

ど
述v
て
は
ゐ
る
が
、
リ
カ
ア
ド
ォ
流
の
抽
象
的
槪
括
論
の
弊
害
を
警
む 

.
る
に
當
つ
て
は
、
頗
る
眞
肇
懇
篤
で
め
る「

經
濟
學
に
於
て
堪
純
化
の
願
盟
は
、
特
殊
的
結
粜
の
發
生
に
ー
個
以
上
に 

多
數
の
原
因
が
作
用
す
る
事
を
認
め
る
を
欲
せ
ざ
る
に
到
ら
し
め
た
、
若
し一

原
因
：が
或
一
種
の
現
象
の
to
#
な
部 

分
を
說
明
す
る
に
足
る
場
合
に
は
、
直
ぢ
に
そ
の
全
部
を
之
に
歸
し
、
か
、
る
解
決
を
許
さ
ざ
る
ベ
き
|§
«
«
に
は
充 

分
な
る
注
意
を
拂
は
ぬ
：

• •
又

V
こ
の
單
純
化

し

槪
括
化
.

せ
ん

ど
す
る
傾
向
は
：何
等
か
の
命
題
に
對
し
、
修
疋
、
制 

限
及
び
例
外
を
許
容
す
る
を
好
ま

V
Cる
傾
向
を
生
む」

V

云

ひ「

早
急
な
る
槪
括
の
傾
向
は
、j |

三
の

主

要

な

.る

經

濟 

學
著
に
於
て
、
彼
等
の
理
論
を
^
•實
に
照
合
す
る
®
を
好
ま
ぬ
風
を
生

發

しめ
た」

k
:云
つ
て
ゐ

る

。從
つ
て
彼
の

態
度
か
貴
說
的
た
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
、「

フ
ィ
ロ
ソ
フ
イ
の
第
l
ff
i
務
は
事
實
を
あ
る
が
ま
、
{:
說
明
す
る
事
で
あ
.
 

る」

ど
之
が
爲
め
に
は
多
數
の
事
®
の
調
蜜
を
必
寒
ビ
す
る
、
さ
れ
ば
被
U

「

彻

々
の
事
實
を
過
重
視
す
る
事
に
泠 

:

て
は
"
余
は
最
も
人
後
に
立
つ
も
の
で
あ
る」

S
明
言
し
て
ゐ

る
0
そ
し
て
、「

經
濟
學

«

本
來
實
際
的

0
も
の
で
あ
彡
、 

人
，間
の
日
常
4

©
に
逾
;1
-
し
得
る
も
の
で
あ
る」

で
め
.
か̂
ぐ
て「

こ
の
著
作
の
特
有
.な
る
目

的

の

一
つ
は
®
4i
w 

ノ
に
訴
え
又
特
殊
的
現
象
の
發
生
に
於
て
起
る
一
切
の
震
因
に
就
い
て
、
可
及
的
廣
沉
な
觀
察
を
行
ふ
事
に
依
っ
て
、 

$
地
應
片
の
爲
め
に
、
經
濟
學
の一

般
原
則
を
作
ら
ん
ど
す
る
に
あ
る」

ど
い
ふ
：事
に
な
る
の
で
あ
る
、
可
も
及
次 

周
到
で
あ
る「

か
ぐ
の
如
き
方
；法
に
於
て
問
題
を
取
极
ふ
場
合
に
は
、
單
純
化
の
.傾
向
ょ
り
生
す
る
も
の
く
は
疋
反
對 

0
1^
謬
{
陷
る
の
機
會
が
.^
る
V
は
佘
も
氣
«

い
て
ゐ
る
。
軍
に
並
存
し
偶
發
的
に
す
ぎ
ぬ
或
現
象
を
そ
の
^
因
 ̂

E

え
る
：
.
•さ

れ

ぼ

佘

は

能

ふ

限

ぅ

兩

極

踹
(/
.
)
中

道

を

進

み

以

て

全

硏

究

の

大

目

的

た

る
眞
理
に
、
及
ぶ
限
ぅ
接 

近
せ
ん
事
を
願
ふ」

V」
：

述
べ
て
ゐ
る
。

又
彼
の
人
口
^
を
觀
る
洛
は
就
中
第
一
ー
版
以
後
が
？
- ^
數
の「

事
實」

に
滿
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
出
す
。
餘
ぅ
の
多 

數
に
逛
崩
を
域
す
る
事
な
し
に
そ
の
第
六
版
の
全
卷
を
讀
み
得
る
#
は
稀
有
で
あ
ら
ぅ
。
け
れ
ざ
も
-
そ
の
故
こ
S 

等
は
彼
の
方
法
を
歸
納
の1

1

語
に
片
付
け
去
る
事
は
出
來
.難
い
o
そ
の
多
歡
の
事
實
は
依
.っ
て
以
て
人
ロ
原
理
を
柚 

出
し
來
る
ベ
き
素
彻
ど
し
て
で
は
な
く
、

却
つ
.て
脒
に
樹
立
さ
_れ
た
る
人
ロ
原
理
の
說
明
0
材
料
た
る
か
に
思
は
れ 

る
。
イ
ン
グ
ラ
ム
は
云
つ)

て
ゐ
る「

滕
史
的
硏
究
は
總
て
マ
ル
サ
ス
の
後
想
で
あ
る
。
之
に
入
る
以
前
に
於
て
、
te 

|:
彼
^
彼
の
«
本
^
理
を
宣
明
し
て
ゐ
'る」

：
ど
_。

之
に
對
し(

I
n
g
r
a
m
.
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八
0

で
は
な
い
か
、
彼
が
そ
の「

經
濟
學」

の
序
に
於
て
*
も
カ
說
す
る
は
經
濟
學
の
»
學
性
で
あ
.る
、
飾
に
一
言
せ
る 

如
く
、
彼
は「

經
濟
學
の
主
題
が
幸
福
に
非
す
し
て
富
な
る」

を
從
づ
て「

技
術
に
非
ず
し
て
科
學
な
る
事」

を

「

一
著 

者
が
あ
つ
て一

の
行
爲
が
富
を
生
產
す
る
を
述
べ
た
る
後
、
た
^
そ
の
故
に
之
を
推
擧
し
、
或
は
又
、
た
ゾ
そ
の
故 

に
、
そ
れ
が
追
求
せ
、b
る
、ベ
し
€
臆
斷
す
る
な
ら
ば
、
彼
.は
富
の
所
有
:̂
幸
福
ヒ
が
同
一
な
.

C
V
S

の
謂
ふ
の
不
合
理 

.を
犯
せ
る
も
の
で
あ
る
、併
し
乍
ら
.
•彼
の
課
謬
は
、
そ
の
注
意
を
富
に
局
限
ぜ
る
に；

存
せ
ず
し
て
、
富
ど
幸
福
ビ
を
® 

.同
せ
る
點
に
存
す

る

の
で
あ
る」

ど

云
ふ
。
幸
福
の
爲
に
は
多
數
の
動
機
の
考
察
：.を
要
：す
る
が
、
經
濟
學
は
そ
の
諸
動 

機
の
一
つ
に
す
ぎ
ざ
る「

富
の
願
雞
を
考
察
す
る
に
過
ぎ
な
い
ど
い
ふ
、
從
つ
て
、
經
濟
學
は
、
事
實
そ
の
も
の
よ
.

CS

は 

事
實
よ
り
の
推
論
を
重
ん
す
る
€
い
.ふ
事
に
な

る

け

れ

ざ

も

、

此

等

の

言

辭

や

又

前

提

；，̂

し

て

僅

四

個

の

命

題

を

耀
 

げ
た
f
い
ふ
事
ビ
か
&
直
ち
に
彼
♦か
經
濟
學
を
以
て
假
說
的
の
も
の
ビ
速
斷
す
る
は
愼
むV

き
で
あ
ら
ぅ
、
前
記
序 

輪
に
於
て
彼
が
事
®
を
推
論
よ
办
.も
巡
か
下
に
置
け
る
は
、
斯
^
•を
©

■
的
な
も
の
ど
主
張
す
る
が
爲
め
で
な
ぐ
、

:

そ
れ
が
多
數
の
事
實
の
览
集
を
耍
す
る
技
術
ビ
異
&
て
。
科
學
な
る
を
云
は
ん
M
爲
め
で
あ
つ
た
、
故
に
®
は「

L

 

の
推
論」

又

は「

事

實

よ
i
の
推
論」

ど
云
つ
て
ゐ
る
、
固
よ
b
私
は
彼
の
方
法
が
主
^
し
て
演
繹
的
た
る
を
認
む 

る
を
拒
む
も
の
で
は
な
い
、
た
^
演
釋
的
た
る
が
故
に
假
說
的
な
ぅ
ど
看
倣
さ
る
を
避
け
た
い
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
れ
彼
が
.
F
OCJ
I
r
!' .Introductory 

Lectures 

o
n

 

P
O
L

 
E
C
O
.

 

1
00
5

2
の
第
四
講
に
於
て
カ
說
す
る
處
で
あ

る
、
こ
の「

四
講
義」

は
、
一
八
四
七
年
ォ
ッ

ク
ス
ァ
ォ
彳
ド
大
學
K
於
け
る
講
義
な
，の
で
あ
る
が
、
此
時
に
は
睐
に 

J. 

s. 

M
i
l
l

の

E
s
s
a
y
s

 

o
n

 

Unsettled 

Question

'̂
。
£ 

p
a
, 
w
o
o
.が
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
、
此
書
に
於
て
ミ
ン
次
日 

ふ「

經
濟
學
は
、
富
を
所
有
せ
ん
も
願
1
し
且
つ
こ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
^
/じ
て
有
效
な
る
も
の
を
比
較
判
斷
し
得」

る
渚

e
し
て
の
人
間
に
の
み
關

す
る
も
の
で
あ
る
：
：
そ

れ

が

食

.0
願
_
に
對
す
る
反
對
た
る
も
の
即
ち
ァ
勞
働
§ 

;
r
ミ

4

ナ
高
き
«
|1
: >
現
&
享
故
せ
ん
ど
す
る
願

^
を
除
き
、
諸

他

一
切
の
‘感

情

又

は

動

機

を

全

く

杣

象

し

去

る
 

.

い
•
• d

し
て
免
和
な
る

®
濟
學
洛
ど
雖
も
實
際
に
人
類
が
か
ぐ
の
如
く
造
ら
れ
た
り
ビ
考
ふ
る
も
の
で
は
な
い
、

こ 

,
:
:
の
型
式
が
■依
つ
て
以
て
斯
學
:0
必
然
進
む
べ
き
型
式
な
る
が
故
で
あ
る
：
•
•
人
間
の

生
活
中

に

は
、
富
の
獲

#
が
主 

「

目
的
た
る

部
分
が
あ
る
>
經
濟
學
が
注
意
を
向
け
る
は
こ
の

部
分
の
み
で
あ
る
，
經
濟
學
は
そ
の
主
た

る
目
的
を
、 

'
恰
も
唯
一
の
目
的
た
る
か
の
如
ぐ
に
取
扱
ふ
の
で
あ
る
、

そ
れ
は

事
實
か
ら
で
な

ぐ
假
定
か
ら
推
論

す
る
、
そ
れ
は 

;

奮

の

上

に

M

て
ら
れ
で
ゐ
：る
。
そ
れ

等
の
假
設
は
。
定
義
な
る
名
稱
¥

に
、

他
S

象
的
科
學
の
謹
ど
な
つ 

て
ゐ
る
處
の
も
の
ビ

全
然
相
似
允
る
も
の
で
あ
る

—

經
濟
學
は
假
定
さ
れ
た
る

前
提
か
ら
、
恐

ら

ぐ

賞

に

は
 ̂

，然
基
か
さ
る
而
し
て
又
遍
ぐ
事
«

に

一
致
す
る
を
要
求
さ
れ
ざ
る
べ
き
前
提
か
ら
推
論
す
る
。

そ
れ
故
に
、
錤
濟
學 

の
あ
論
は
、
幾
何
學
の
g
論
の
如
ぐ
、
抽
象
に
於
て
の

み
眞
で
あ
る
、
即
ふ
、

一

定
の
想
定
の

下
に
冷
て
の
み
眞
で 

あ
る」

ど
。(bid.: 

1
3
7
- 1

4
5
)

シ
ー一

ョ
ア
H

ミ
ル
の
意
見
全
般
を
順
る
尊
重
す
る
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の 

S
濟
學
を
假
設
的
求
學
な
ぅ
ど
す
る
、
主
張
に
は
■
成

し

な

い

、

又
、リ
カ
ア
ド
ォ
も
等
し
ぐ
彼
に
依
つ
て
各

9?
に 

多
大
の
.尊

敬

を

以S

用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
點
に
就

い

て

は

ミ
ルVJ

同
様
に
反
對
を
受
け
て
ゐ

る
、 

固
ょ
6
リ
メ
ア
1
ォ
に
方
鉍
論
ば

な

い
が
、
彼
は
實
際
に
於
て
之
を
行
つ
て
ゐ
る
、じ
い
ふ

「

リ
カ
ア
ド
ォ
氏
が
斯
學 

を
論
ず
る
は
、

ミ
ル
成
が
主
張
せ
る
處

に
®
んV」

劣
ら
ぬ
程
に
：抽
象
的
で

あ

る

、
氏

は

、、、
ル
氏
の
諸

假

定

に

31
こ
等 

し
く
*
斷
的
な
る
假
定
を
附
加
え
て
ゐ
る
。
氏
は
そ

の一

切
の
說
阱
を
、
現
實
生
活
か
ら
で
は
な
ぐ
、

假
定
的
な
場 

合
か
ら
引
出
し
て
ゐ
る
、：

か

、

る

材

料

を

以

て

"

氏

は

富

の

分

配

に

關

し

て

殆

ん

ざ

數

學

的

正

確

さ

を

有

す

る

理

論

丨
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八ーー

を
構
成
し
て
ゐ
る
、
併
し
乍
ら
ミ
ル
氏
.の
推
論
も
、
リ
ヵ
ア
ド
ォ
氏
の
實
例
も
、
共
.は
佘
を
し
て
經
濟
學
を
假
定
.的 

科
學
ビ
し
て
取
扱
.ふ
様
に
誘
ひ
得
な
い
。
佘
の
考
ふ
る
處
で
は
富
ビ
費
用
高
き
'快
樂
w

«
人
間
願
縛
の
唯
：

1-

の
對
象 

な
办
ど
い
ふ
ミ
ル
氏
の
假
定
に
代
う
る
に
、
そ
れ
等
が
汎
く
不
斷
の
願
肇
對
象
な
办
ヒ
の
敍
述
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、 

吾
人
は
爾
後
の
推
論
を
確
實
な
る
基
礎
の
上
に
置
き
、
鄭
斷
的
.な
假
定
の
代
り
に
眞
理
を
置
：ぐ
も
の
ビ
い
.ベ
よ
5

。- 

洵
に
吾
人
は
、
或r
定
の
行
爲
に
依
つ
て
勞
働
者
が
よ
6
高
き
勞
龈
を
、
資
本
寒
が
よ
^
大
な
る
利
潤
を
地
主
が
よ 

ト
高
き
レv

ト
を
獲
得
し
得
べ
し
ど
い
ふ
韻
實
よ-CN,

し
て
は
、
彼
等
が
確
に
し
か
ぐ
行
動
す
べ
しV

の
事
實
を
推
論 

す
る
の
で
は
な
い
0
.五
！1人
は
妨
碍
]5
(
因
な
ぐ
ん
ば
彼
等
は
か
ぐ
爲
す
で
あ
ら
*フ
€
推
論
し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
、
而
しP

 

吾
人
に
し
て
苦
し
這
個
の
妨
碍
原
因
の
存
在
を
rn
w

し
得
ベ
き
場
合
^
、
而
し
て
そ
れ
等
が
作
用
す
る
力
ど
を
®

ベ 

:将
る
な
ら
ばー

屢
そ
う
い
う
場
合
•か
あ
ら
う
ー
吾
人.は
、
斯
學
の
假
設
的
取
扱
に
相
對
す
る
も
のV

J

し
て
の
實
證
的 

取
扱
に
#
す
る1

3̂V.

の
反
®
を
除
.去
し
得
る
で
あ
ら
う
J

S。

併
し
乍
ら
シ
ニ
ョ
ァ
《
決
し
て
假
設
的
說
明
を
遺
棄
す
る
者
で
は
な
い
、
假
設
的
說
明
は
、
抽
象
的
推
論
の
理
解
.
 

を
容
爲
な
ら
し
む
る
^

共
に
そ
の
製
謬
を
曝
露
す
る
事
屢
で
あ
る
>
か
>
る
說
.明

の

缺

如

はァ
ダ
ム

*
ス
ミ
ス
の
大
な 

る
缺
»

の
一
つ
で
あ
る
ど
稱
し
て
ゐ
る
0

:.
:

要
之
*
彼
は
經
濟
學
の
：前
提
が
決
し
て
假
設
な
る
'ベ
か
ら
ざ
る
事
而
し
て
こ
の
假
設
な
ら
ざ
る

前
提
よ
り
し
て
推 

論

す

ベ

き
辦
を
カ
說
す
る
^
共
に
、
抽
象
的
推
論
の
說
.明
S
し
て
假
說
的
方
法
の
有
用
な
.る
を
說
く
も
の
で
あ
る
‘

而
し
て
，」

れ

特

に

F
o
u
r

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y

 

L
e
c
t
u
r
e
s

の

第

が

詳

說

す

る

處

で

あ

る

。

久

レ

で

吾

八

は

力

、

る
方̂

論

か

そ

の

實

際

に

當

っ

で

如

何

に

運

用

せ

ら

れ

た

る

か

を

知

ら

ん

ヒ

す

る

も

の

‘で
ゎ
へ

る

彼
-0
經

濟

晷

的

著

^
:は

數

多

い

が

、

之

を

綜

合

し

た

も

の

は

「

經

濟

學

」

で

あ

る

、

そ

れ

故

に

、

菩
、
は
此
書
を 

中
心
ど

し

て

彼
の
經
濟
理
論
の
大
要
を
述
べ
つ

ゝ

、

そ

の

方
法
論
の
運

用

を

も

窺

は

む

ヾ

」
す

る

。

瓶
に
^
し
た
る
が
如
く
シ
一
一
ョ
ァ
が
經
濟
學
の
中
樞
槪
.念
は
富
で
あ
る
。
霄
ヾ」

は
»

»
し
得
べ
ぐ
、
供
給
に
制
限 

が
.あ
t
Ja
つ
直
接
又
は
W
接
に
、
快
樂
を
生
•み
若
し
ぐ
は
苦
痛
を
防
ぐ
即
ち
效
用
を
有
す
る
一
切
の
も
の
を
而
し
て 

か
、
る
も
の
の
み
を
總
稱
す
る
語
で
あ
.る
、
然
も
こ
の
三
條
件
は
即
ち
一
物
を
し
て
交
換
價
値
を
有
せ
し
む
る
の
條 

，利
な
の
で
あ
る
か
ら
、1

5
J

は
交
換
價
値
を
有
す
る
も
の
^
い
ふ
事
に
な
る
。
之
等
^
實
‘の
三
^

^
令
^
命
即
很
ド 

最
も
遺
要
視
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
價
値
に
影
響
を
.及
ぼ
す
源
泉
を
•
多
榇
性
の
愛
好」

ど

「

母
越
の
愛 

好」

な
る
人
性
の
ニ
原
理
に
求
め
て
ゐ
る
。
こ
の
-ニ
：原
理
あ
る
が
故
に
、
人
は
單
な
る
生
存
必
«
品
の
み
で
滿
足
し
な 

い
，

こ

、

に

於

て

種

.々
の
貨
物
に
對
す
る
需
要
が
發
生
し
之
に
對
す
る
供
給
'

V」

な
る
。
そ
の
供
給
は
無
礙
に
は
行
は 

れ
ぬ
。
そ
こ
に
は
、
人
力
其
他
の
供
給
障
害
が
存
才
る
、
こ
ぅ
い
ぅ
理
屈
に
な
る
o
之VJ

同

時

に

效

用

な

る

も

の

.は 

貨
物
に
內
在
し
て
ゐ
る
性
質
で
は
な
ぐ
人
類
の
苦
痛
及
び
快
樂
S
物
^
の
關
係
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
顧
係
は
無
數 

-

の
旅
因
に
依
つ
て
生
ず
る
ビ
共
に
不
斷
に
變
化
し
て
ゐ
る
、
即
ち
各
秫
の
對
象
が
各
人
に
對
す
る
效
用
關
係
は
實
に 

凝
多
て
あ
る
^
共
に
、
こ
の
菊
多
か一

切
の
交
換
の
動
機
を
爲
す
の
で
あ
る
ビ
い
ふ
。
即
ち
彼
は
交
換
及
び
«
«
の 

窮
局
因
を
人
の
心
に
求
め
た
の
で
あ
る
、
そ
し
て
價
値
の
大
さ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
こ
の
效
用
^
洪
給
制
限VJ

で 

あ
る
が
31
に
彼
は
效
用
が
供
給
制
限
に
著
る
し
く
左
右
せ
ら
る
、
^
い
ふ
事
實
を
雖
め
ヤ
ゐ
る
、
こ
こ
ま
で
は
彼
の 

敍
述
は
推
理
で
は
な
い
、
禀
實
の
認
定
で
あ
る
。

さ
て
f j

の
供
給
制
限
は
語
を
變
ず
れ
ば
生
產
S
で
.あ
■る
、
供
給
を
爲
す
.に
.■要
す
る
制
欲
ビ
勞
働
の
最
で
あ

る
、
之

第
_
1十
1
卷

C
H

ハ
九
五)

ナ
タ
y
ゥ—

ィ
V
ア
ム
*
シ
二
ョ
ア
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^

.

を
得
.る
爲
め
に
?

る
犠
牲
で
あ

る

、

こ
こ
に

於
て
か

彼
の
價
•

論
は
價
値
發
生
に
.就
い
て
は
主
觀
に
之
を
求
め
そ 

.の
大
小
.の
決
定
に
就
い
て
は
客
獅
^
そ
の
因
を
求
め
て
ゐ
る
か
に
思
は
れ
る
、
固
ょ
b
か
ぐ
截
浓
S
分
雒
.ょ
' 
し
てr卜；！ 

ら
ぬ
が
、
客
觀
ビ
主
觀
ビ
は
相
亙
に
影
響
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
眼
點
は
前
記
の
如
ぐ
で
あ
る
ビ
解
し
て 

大
過
な
か
ら
う
か
^
思

ふ

(Pol. 

E
C
O
.
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_

霄
の
意
義
及
び
之
に
關
聯
し
て
價
値
論
を
述
べ
た
る
シ
一
一
ョ
ァ
は
、
次
い
で
そ
の
所
謂
四
菡
本
命
題
の
論
述
に
入 

る
、
' 從

つ

て

私

も

"
：こ
0
四
命
題
が
彼
の
經
濟
理
論
に
於
て
如
例
な
る
意
義
；を
有
す
る
か
を
兄
た
い
。

'

第
一
命
题
|

«
人
は
：可
及
的
小
な
る
犠
牲
を
以
て
そ
の
富
の
僧
加
を
得
ん
事
を
願
ふ
。

.

こ
れ
は
英
國
經
濟
學
の
世
®

財
產
た
る「

©

利
心」

に
他
な
ら
ぬ
、
從
つ
て
、
特
に
ぎ
の
理
論
の
前
提
ど
い
ふ
ょ 

う
も
、
全
理
論
の
根
本
前
提V

J

み
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

第
二
命
題
I
仳
界
の
人
口
は
遒
德
的
又
は
肉
體
的
窖
惡
若
し
ぐ
は
各
階
級
‘の
住
民
，各
0

の
習
慣
か
ら
、
彼
等
が
要 

•求
す
.る
寅
の
不
足
の
恐
怖
.に
依
つ
て
の
み
制
限
さ
れ
る
。

こ
れ
は
"

ー
見
'明
«
.な
る
如
ぐ
、

マ
ル
サ
ス
流
の
人
口
法
則
で
あ
る
が
、
シ
ー
一
ョ
ァ
は
.所
謂
豫
防
的
障
碍
に
對
し
、 

マ
ル
ナ
ス
に
比
べ
て
■

に
多
大
の
信
賴
を
S
ぐ
、「

結
婚
に
對
す
る
愼
爐
の
習
憤
ど
相
當
に
餘
分
の
消
处
を
爲
す
の
. 

智
憤W

は
、
人
ロ
の
食
料
厕
迫
ょ
&
生
ず
'べ
き
悲
慘
な
る
賴
極
的
障
碍
を
防
.ぐ
べ
き
.唯
ー
の
永
久
的
防
備
な
^

而 

し
て
.前
與
の
習
惯
は
文
明
1|
#

に
の
み
存
し
、
後
^
は
.富
裕
な
る
社
會
に
の：

み
存
す
る
が
故
に
、

一
國
民
が
そ
の
文 

明
ど
富
裕
に
於
て
進
步
す
る
に
從
つ
て
、
«
極
的
障
碍
が
豫
防
的
®
得
に
打
党
た
る
べ
き
は
明
な
^

^
苦
し
、
か
ぐ
の 

如

き

が

眞

な

、ら
ば

’
人
ロ
過
刺
の
弊
害
は
社
#

の
進
#
ミ
共
に
減
小
ノf

る
の
倾
阬
あ
う

」

i

 

(Pol. 

M
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o
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も
うI

點
マ
ル
ナ
ス
ど
頗
る
興
る
は
> 
こ
の
人
口
法
則
の
#
本
た
る
收
機
遞
減
.法

則

の

作

用

.の

結

來

を

樂

觀

す

る

爭
 

で
あ
る
、
そ
の
事
は
第
四
命
題
を
-論
ず
る
時
に
讓
る

が

、

兎
に
仰
豫
防
的
障
碍
の
效
來
を
信
じ
收
獲
遞
減
法
則
の
結 

:
果
を
樂
覜
す
る
以
上
‘は
、
人
口
法
則
の
結
論
は
マ
ル
ナ
ス
.ょ
り
も
迤
に
明
る
い
事

«

靡
で
あ
る
。

; ;

こ
の
法2̂

は「

賃
銀
^
本
に
依
り
て
支
柏
せ

.

ら
る
ベ

.き

，

勞
働
家
族
數J

を
支
配
す
令
事
に
依
り
て
、
賃
銀
論
に
關
聯 

し
、
勞
飯
が
勝
入
す
.る
勢
働
fi
の
大
'小
に
對
す
る
關
係
，に
於
て
利
ff
l
lr
:̂
關
聯
す
る
。

:「

第
三
命
題
I
勞
働
及
び
常
を
.生
康
す
る
.他
の
諸
要
素
の
力
は
、
を
の
生
淹
物
を
览
に
生
產
の
手
段
S
し
て
用
う
.る
.
 

_事
に
依
つ
て
、
限
り
な
ぐ
增
加
し
得
る
。

：

彼
の
意
見
ょ
り
す
れ
.ば
.生
產
の
手
段
ど
し
て
用
ゐ
ら
る
、
生
康
物
ビ
は
、
資
本
で
あ
る
、
そ
れ
故
に
、
こ
の
故
嗯 

は
、
資
本
の
使
用
に
依
り
て
.生
產
翦
素
の
生
.產
カ
を
塯
加
し
得
る
_

:̂

示
す
も
の
ミ
い
へ
ょ
う
，
併
し
乍
らr

生
®
 

0

手
段
^

し
て
用
ゐ
ら
る
l

m」

<
 

い
ふ
言
葉
は
®

々
に
解
釋
せ
ら
る
、
。
之
を
腐
義
に
解
す
れ
ば
租
税
の
如
き
も 

包
含
さ
れ
得
.
る
で
あ
I

、.何
ど
な
れ
ば
彼
に
#

へ
ば
租
税
は
：安
：固
を
最
も
低
廉
に
.生
産
す
る
爲
め
の
翁
で
.

I

、 

之
.に
依
つ
て
头
固
の
4

1

に
於
け
る
勞
働
を
最
も
往
產
的
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
、
，

』

の
S

合「

安
固
が
^

_

^
 

の
I

で
あ
る
事
は
些
も
差
支
な
い
、
彼
の
解
す
る
®

に
ょ
れ
ば
生
產
物
は
勤
務
ピ
貨
物
1

成
る
か
ら

で
あ
る
。

又
、
之
を
狹
義
に
解
す
れ
ば
、
：生
®
要
具
ど
.い
ふ
事
に
も
な
る
で
あ
ら
う
、
果
し
て
如
：何
。

斯
命
題
解
說
の
劈
頭「

佘
は
富S

.

語
義
を
說
明
し
又
人
口
論
の
枧
槪
を
述
べ
た
る
を
以
て
、
今
や
進
ん
.で
上
產
を

考
察
せ
んW

す
る
J

i
述
べ
、
簾

の

：義

、
生
產
物
の
意
義
、
生

靡

素

論

、
資
本
の
.議

及

び

分

類

、
資
本
使 

用
の
利
益
、
を
論
じ
、
‘分
勞
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。
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生
產
f
は
物
質
分
子
O '
現
狀
に
變
化
を
生
ぜ
し
め
"
該
變化
の
發
生
に
對
し
又
は
を
れよ
り
生
，じ
た
る
物
に
對
し
、

一
之
^
交
換
に
何
物
か
を
得
ん
ビ
す
る
事
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
變
化
.が
生
產
物
.で
あ
る
が
、
經
濟
學
は
富
の
み
を
論

ず
る
が
故
に
、
そ
の
結
果
が
富
た
ら

ざ
る
變
化
は
之
を
除
外
する
、

生
產
物
は
物
質
.的ヒ
非
物
質
に
分
た
れ
る
、
前

漭
は
勤
務
後
#
は
貨
物
で
あ
る
、
而
し
て
か
、
る
生
產
は
勞
働
、
自
然
的
•要
素
，及
：び
制
欲
な
る
三
袈
素
の
介
入
に
依

>
て
行
は
.れ

：
。
勞
働
ビ
は
生
產
の
爲
め
に
す
る
、
肉
體
的
及
.び
精s

的
能
力
の
自
發
的
行
使
で
あ
る
。
自
然
的
要

素
^

は
そ
の
カ
を
人
の
行

* @

よ
り
得
來
ら
ざ
る
一
切

^

坐
產

2

要
素
を
指

»

し
、© ]

欲
ビ
は

>

快
樂
の
延
期
で
あ
る

0

快
樂
の
延
期
ビ
は
自
己
の
支
配
し
得
る
も
の
を
不
生
産
的
に
：使
用
す
る
を
差
^:
へ
、
又
は
> 
意
識
的
に
即
㈣
の
成
泶

よ
-

C
N

も
遠
き
成
果
を
撰
む
事
で
あ
る
、
固
よ

6

生
產
は
，
必

す

し

も

こ

の
第

1
1
1

耍
素
を
必
.要
^
し
な
い
け
れ
ざ
も

*

然
も
之
hを
缺
く
時
は
そ
は
願
る
不
完
全
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
生
存
必
需
品
さ
え
も
.充

分

に

得

ら

れ

な

い

程

で
■あ
ら

う
。
か
く
て
こ
の
第
三
要
素
が
介
入
す
る
事
に
な
る
。
そ
し
て

前
記
第
三
命
題
は正
に
こ
の「

制
欲」

に
»1
す
る
も

.
の
な
の
で
あ

る

、

日
ぐ「

余
が
、第
三
基
本
命
題
<
し
て
.勞

働

及

び

富

を

生

產

す

る

他

の

諸

要

素

の

カ

は

.

.
そ
の
生
康

.■物
を
、

E
に
生
產
の
手
段
ど
し
て
用
う
る
事
に
依
っ
て
限
り
な
ぐ
僧
加
し
得
る
.ど
云
べ
る
'は
、
M
に
こ
の
第
'三
生
齑

要
素
の
事
を
言
っ
た
の
で
あ
る"
制
欲
に
關
す
る
余

♦か
一
切
の
言
葉
は
斯
命
題
の
展
開
で
あ
り
解
說■で
あ
る」

ビ

(Pol. 

E
C
O
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そ
れ
故
に
前
記
の
命
題
は
、
§|
]
^

に
依
っ
て
、
生
產
カ
の
«:
加
す
べ
き
を
述
べ
た
の
で
あ
る
、

云
ふ
迄
も
な
く
制
欲
な
る
觀
念
は
シ
一
一
ョ
ア
に
S
う
て
頗
る
、
恐
ら
く
は
、
最
耍
な
る
觀
念
で
あ
る
か
の
如
く
に
看

做
さ
れ
て
ゐ
る
。
シ
二
ョ
ア
ど
云
へ
ば
ア
ブ
ス
チ
ネ
ン
ス
を
见
ひ
、
ア
ブ
ス
テ
ネ
ン
スv

い
べ
ば
彼
の
名
を
：想
起
す 

る
の
で
む
る 

'か
、

シ
二

3

ア
自
身
ば
.梁
し
て
し
か 

<
之
：を
逾
大
視
し
た
で
ぁ
；ら
ぅ
'加
、
そ
ル
は
*
人
口
法
則
、
、自
利

心
及
び
收
穰
遞
減
法
則
ど
竝
立
す
る
の
地
位
を
與
え
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
等
他
：の
：三
命
題
は
、
當
時
の
經
濟
學：

に 

於
て
何

等

新
奇
の說
で
な
か
っ
た
、

比

較

的
新
ら
し
か
つ
た
マ
,
サ
ス
の
人
ロ
法
則
で
さ
え「

經
濟
學」

出
豚
に
先
だ 

つ
三
十
八
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の「

講
義」

に
さ
え
先
だ
つ
二
十
九
年
で
ぁ
る
、
況
ん
や
.そ
れ
さ
え
も
マV

サ

ス
自 

身
が
自
說
の
新
奇
な
ら
ざ
る
を
そ
の
初
版
の
序
に
於
て
言
明
し
て
ゐ
る
。
固
ょ
り
反
對
.に
當
時
定
說
た
る
の
觀
ぁ
b 

し
人
口
法

則
ビ
對
立
的
地
位
を
與
え
/2
る
事
は
、
却
つ
て
斯
說
を
重
大
視
せ
る
の
證
な
ぅ
ど
主
張
す
る
漭
ぁ
ら
む
.も
* 

彼
は
か
、
る
口
吻
を
決
し
て
波
す
事
な
く
却
つ
て
、
經
濟
學
に
.於
け
'る
最
耍
最
難
な
る
は
勞
銀
論
な
る
を
述
べ
て
ゐ

然
ら
ば
、
彼
自
身
0 '
意
向
は
別
^
し
て
、
そ
れ
は
®
大
視
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
否
か
。

之
を
思
想
史
的
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
新
奇
の
思
想
で
は
な
い
。N

e
b
e

s.u
s

は
資
本
の
勸
務
の
交
換
傭 

値
の
說
明
を
、
資
本
な
る
も
の
が
多
少
ど
も
に
苦
痛
な
る
缺
乏
又
は
努
力
を
通
じ
て
の
み
獲
得
じ
得
ら
る
、
事
に
求 

め
又
、
ぎ

0
^'
.は

觅

に

直

截

に

、

「

利

，澗

は
或
期.間
財
產
；の一.

部

を

個

人

的

滿'足

に

消

费

す

る

を

！
^
§
え

る

事

に

對

す 

る
報
償
な
り」

S
言
明
し
た
/
孰
れ
に
せ
よ
マ
I

シ
ャ
ダ
のwaiting 

し
て
の
ア
ブ
ス
チ
ネX

ス
な
る
®
念
は
資
本 

の
作
用
利g

の
發
生
等
に
對
し
相
當
深
き
理
解
を
有
す
る
頭
腦
に
は
自
ら
浮
び
出
る
思
想
で
あ
ら
う
、
た
^
彼
以
前 

の
英

國

經
濟
學
は
之
を
深
く
解
剖
し
て「

制
欲」

な

る

個

人

的

心

理

洁

動

にま
で
還

元

し
な
か
つ
た

の

で
あ
る
、

こ

、 

，に

制

欲

說

の

歷

史

的

價

値

が

あ

る

ヒ

い

へ

よ

う

。

K
に
又
、
思
想
史
的
見
地
^
は
別
に
彼
自
身
の
經
濟
理
論
が
之
に
.依
つ
て
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
で
あ
ら
う
か
、 

第1

に
は
利
调
の
語
義
が
頗
る
明
燎
ど
な
つ
た
事
で
あ
る
が
"
之
よ
り
も
®
要
な
る
は
生
.産
®
な

る

觀

念

の

'
變

化

で
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あ

る
。
.從
來
多
く
生
産
費
中
に
は
、
利
潤
を
包

含

せ

し

め

た.の
で
あ
る
が
、
之
が
用
語
上

頗

る

穏

當

な

ら

ざ

.る
は
睞 

に
ト
レ
ン
，ス
の
指
摘
し
た
處
で

.あ
，つ
た
.がV

シ

一一ョ
ア
は
明
に
利
潤
な
る
語
を
斥
け
、「

生
庫
に
要
ず
る
制
欲
及
び
勞 

0
0,
©」
f

r
し

た

.亦
、
.資
本
を
生
產
の
H
要
素
S
稱
ず
る
は
資
本
そ
れ
向
.體
：が
生
產
物
な
る
以
上
、
不
雙
當
な 

る
事
も
彼
の
云
ふ
通
り
で
あ
る
、
そ
し
て
彼
は
こ
、2

も「

制
欲」

を
以
て「

資
本
し
に
代
え
た
、

此
等
は
明
に
進
步
で 

は
ぁ
る
、
け
れ
ざ
も
そ
の
進
步
は
、
從
來
の
思
索
の
比
較
的
重
要
な
ら
f
る
瑕
疵
の
修
正
，で
あ
る
、

殊
に
槪
念
の
不 

完
全
^
の
修
疋
が
主
で
あ
る
、
こ
れ
に
依
つ
て
、
諸
他
の
經
濟
理
論
が
•特
異
の
色
彩
を
有
し
た
の
で
'は
な
い
、
制
欲 

£

も
密
接
な
る
利
潤
率
決
定
の
理
法
を
み
よ
、
' 彼
は
隨
所
に
.

「

資
本」

な
る
名
僻
を
使
用
し
て
ゐ
る
、
そ
の
高
5

 

r

本」

ビ
勞
#
に
依
つ
て
說
明
さ
れ
て
ゐ

る
、
勞
銀
論
亦
.然
り
、
レ
ン
ト
論
は
同
よ
り
制
欲
ど
は
別
個
で
あ
る
。

菩

ノ

は

^
が
服 

abstinence 

or 

c
a
p
i
t
a
l
®

し
ぐ
は 

abstinence, 

or 

in 

a 

m
o
r
e

 

famiHer 

language, 

capital 

f

 

•へ
s

み
る
，

こ
れ
固
よ
り「

制
欲」
な
る
名
餹
が
新
奇
な
る
が
爲
め
に
讀
考
が
諸
a
論
の
理
解
を
妨
げ
ら

る
、 

を
避
け
む
ど
す
る
意
思
に
出
で
た
る
は
明
で
あ
る
が
> 
併
し
亦
、「

資
本」

な
る
名
_
を
依
然
使
用
し
得
る
は
、
即
ち
、 

「

資
本」

が「

制
欲」

v

な
れ
る
事
に
依
つ
て
、
諸
理
論
が
、.

艇
著
な
■る
變
改
を
受
け
ぎ
り
し
證
據
ど
看
做
し
#

る
で
あ

ノ
第
四
命
題
丨
農
業
的
熟
練
に
し
て
依
然
同
一
：

な
ら
ば

、
.一
定

地

域

の

土

地

に

使

用

せ

ら

る

、
增

加

勞

働
の
生
産
す 

る
收
獲
0
■割
合
は
槪
ね
減
少
す
る
。
換
言
す
れ
ば
投
下
勞
働
蹵
の
增
加
す
る
#
に
、
總
收
.獲
は
增
加
す
る
も
*
該
悅 

機
の
增
加
は
勞
働
の：

堦
加
に
比
例
せ
ぬ
。

'

こ
の
最
後
の
命
題
も
夙
に
チ
ダ

ゴ

ー

の

發

見

し/2
-處
で
ぁ
る
.が
、

こ
れ
が
麥
國
經
濟
學
に
姆
承
さ
れ
た〜

懷

す
ベ

き
乳
戍
は
な
い
。

第
十
九
世
紀
初
期
'の
英
»
經
濟
學
漭
は
そ
の
學
說
を
V
親
翁
：皸
#
中
(:
英
0'
が
經
驗
せ
る
現
實
の 

蓦

實

ょ

り̂
e
し
た
の
で
あ
る 

c
s
w
i
a
n

 

c
a
m
:
—

 

Theories, 

pp. 

ニ
7
-
1
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參
照

)
S

H
P-W

e
s
t

 

の 

T
h
e

 

A
i
c
a
t
o-
n of c

a
p
f

 

t
o
; 

L
a
n
d

 

IOO
I，

は
僅
々
七
十
餘
K
の
小
册
子
で
あ
る
が
收
櫻
遞
減
法
則
を
明
に
す
る
爲 

め
に
幫
か
れ
た
る
最
初
の
、
少
ぐ
ミ
も
極
く
初
期
の
著
作
で
あ
-气
從
來
ど
雖
も
農
業
勞
爾
の
生
產
カ
の
進
步
せ
エ 

業
勞
働
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
第
は
諸
學
者
の
認
む
る
處
で
あ
ら
た
が
、

ゥ

ス
ト
は
、
進
ん
で
投
下
さ
る 
>
各
等
® 

の
追
*
勞
働
の
所
産
が
現
實
に
減
少
す
.る
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
、
彼
の
敍
述
を
謂
過
'す
る
時
、

キ
ャ
チ
ン
敎
授
の 

:

w
言
の
如
く
、
斯
法
則
'が
彼
に
負
へ
る
處
は
普
通
に
想
像
さ
れ
る
ょ
り
遙
に
大
で
は
め
る
が
、
然
も
W
法
則
を
し
て 

T

英
國
經
濟
學
中
に
顯
著
な
る
，地
位
を
霧
せ
し
め
た
る
は
V

ソ
'力
ア
ド
ォ
.
S
マ
グ
サ
ス
で
あ
る
。

,

マ
ダ
サ
ス
は
土
地
の
レ
ン
.ト
を
以
て
全
收
籂
の
儇
値
か
ら
一
切
の
耕
作
費
を
控
除
せ
る
殘
餘
で
あ
る
S
考
え
た
が
、 

そ
の
爲
め
に
は
、
生
淹
物
の
全
價
値
が
全
生
產
錢
を
超
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
超
過
の
M
ra
を
求
め
て
マ
ル
サ
ス 

は
ー
ニ
他
を
杨
た
そ
の
第
三
^

は
最
肥
沃
地
の
比
較
的
稀
少
で
あ
る
が
、
' そ
の
爲
め
：に
、
入
口
の
增
加
に
つ
れ
て
^
 

え
す
ょ
ヶ
：贫

弱

な

る
±
地
に
糧
る
に
.到
る
、
.」

れ
收
獲
遞
減
の
作
甩
あ
る
が
爲
め
に
⑽
な
ら
ぬ
、
從
つ
て
穀
價
の
不 

:
斷
の
.騰
貴
は
一
國
の
旅
產
物
の
it
加
®
に
i

之
を
得
る
の
费
用
が
嵩
む
こ
^
の，
裡に見出？
れる云々

印
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又
、
リ
ヵ
ア
ド
.，パ
は
：、

レ
ン
：
ト
は
必
中
使
用
勞
働
量
の
僧
加
が

、
0 

ら

す

收

獲

が

：、
そ

の

增

加

に

.

比
ベ
て
減
少
す
る
事
か
ら
生
ず
る
ビ
云
：つ
て
ゐ
る
Q

b̂'
a
u
?
a
p
a
.

E
C

O
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e
v
e
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a
n
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i
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所
謂
耕
作
の
順
序
に
.依
つ
て
說
明
せ
.
&る
>
彼

の

レ

ン

，ト

論

、が

 > 

收

穫

遞

減

法

則̂;
密
接
な
る
關 

係
&
る
は
い
ふ
を
俟
た
ぬで
あ
ら
ぅ6/

r
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雄
十
二
號 

九
0.

'農
業
勞
働
の
生
産
力
釔
論
ず
る
に
當
つ
て
は
勢
ひ
工
業
勞
働
の
生
產
力
に
言
及
す
.る
事
に
な
る
が
、

シ
一
一
ョ
ァ
も 

兩

漭

を

對

比

し

、

前

著

は

同

}
資
料
ょ
り
し
て
得
る
產
物
の
最
を
增
加
し
得
る
の
.力
を
有
ず
る
が
、
後
者
4
そ
ぅ
は 

ゆ
か
ぬ
。
.然

る

に

：ヌ

、前

者
の
生
產
カ'を
實
際'に
於

：て
：急

速

に

增

加

せ
し

む

る
は
.不

可

雜

で

め
る

が

、
後
恶
に
於
て 

は
.之
が
可
能
で
あ
るV

い
ふ
相
違
が
存
す

る
^
い
ふ
、
之
が
說
明
は
假
說
的
で
あ
る
。

今J

千H

丨
ヵ
ー
の1

農
場
，を
想
像
し
そ
の
中1

1西

エ

力

ー

は

至

極

優

等

地
 

> 

三

西

工

ー

ヵ

ー

は

忍

び

#

る

程 

度
、
残
餘
は
牧
羊
場
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
ビ
假
定
す
る
o
之
に
一
一
十
人
を
^
用
し
て
年
々
六
^
ク
ォ
^
タ̂
ー
の
h 

麥
を
收
機
す
る
も
の
ど
し
て
、

.M
に
ニ
十
人
を
增
せ
ば
、
果
し
て
淹
物
は：

倍
加
す
る
で
あ
ら
.ぅ
か
。
こ
の
二
十
人
が 

劣
等
地
の
耕
作
に
從
事
し
た
ど
ず
れ
ば
地
味
劣
等
の
.爲
.
め

に

そ

の

收
||
が

前

の

ー

一

十

人

の

收

獲

に

及

ば

な

い

事

は

明 

で
あ
る
、
又
若
し
そ
の
勞
働
が
撕
懇
地
に
投
せ
ら
れ
た
ど
す
る
も
同
じ
.く
收
權
.は
：減
少
す
る
、
莽
し
然
ら
ず
ビ
す
れ 

ば
最
良
地
以
外
の
土
地
が
何
故
に
耕
さ
れ
來
つ
た
か
を
說
：明
す
る
を
得
な
い
ミ
說
ぐ
。
併
し
乍
ら
、
こ
れ
だ
け
に
て 

は
彼
の
見
解
は
先
入
の
そ
れvj

些
も
興
る
^
こ
ろ
な
く
、
そ
の
立
證
の
如
き
も
■クH

ス
ト
に
及
ば
ず
。
然
る
に
彼

 ̂

，
斯
法
則
が
蕃
る
し
き
例
外
を
含
む
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
例
外
ど
は
，
第
一
に
‘は
占
有
咨
又
は
所
育
«
の
怠
曼 

無
智
等
の
爲
め
に
土
地
の」

部
が
同1

能
力
の
土
地
.に
投
下
せ
ら
る
ベ
き
平
均
度
の
勞
働
を
與
ぇ
ら
れ
ぬ
場
合
で
あ 

る
。
こ
の
場
合
に
は
.追
加
'勞
働
の
生
產
カ
が
農
業
勞
働
の
平
均
以
上
な
る
事
が
あ
る
、；
併
し
之
.は
い
は
マ
偶
然
的
：の 

障
碍
に
依
つ
て
、
平
均
度
の
勞
働
の
投
下
♦か
一
時
妨
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
該
障
碍
が
除
去
さ
れ
、
平
均
勞
働
.が 

投
下
さ
れ
る
に
到
れ
ば
當
然
斯
法
則
の
發
生
を
み
るV

き
で
め
る
。
第
一
.

|
の
例
外
は
#
働
の
增
加
が
熟
練
の
增
加
を 

伴
ふ
«-
合
.で
.ぁ
る
ゃ
先
に
第
ニ
命
11
の
敍
述
[:
當
：办
，
，✓.
ニ
ョ
ァ
が
收
獲
：遞
滅
法
則
の
實
際
的
結
果
.を
槃
觀
し
て
ゐ

る
ど
述
べ
た
が
、

こ
れ
杖
彼
が
動
的
法
則
ど
し
て
1
著
.る
し
き
例
外
、

」

の

存

す

る

を

認̂

る
が
故
で
あ
る
、
日
く「

こ
の 

二
1
原
理
に
«
す
る
最
も
蜇
要
な
る
例
外
は
、
勞
働
の
增
加
に
熟
練
の
增
.加
が
#

ふ
場
合
に
發
生
す
る
。
よ
り
有
效 

な
る
機
具
"
よ
り
啟
好
な
る
作
物
轉
換
、
よ
り
大
な
る
分
勞
？
約
言
せ
ば
耕
作
術
の
改
良
は
"
概
ね
，
農
業
勞
働
の
增 

加
を
伴
ふ
。
' こ
の
增
加
を
伴
ふ
は
"
‘ 

i

國
の
資
本
及
び
人
口
の
增
加
が
伸
ふ
際
；に
起
る
、
此
等
の
改
良
は
、
之
を
適 

用
す
る
土
壤
の
劣
等
若
し
く
は
地
カ
の
比
較
的
減
少
を
常
に
相
殺
ん
屢
$
之
に
勝
る
も
の
-な
り」

ど(Pol. 
E
C

O
.  

p
.  

00
6)

斯
法
則
に
對
す
る
彼
の
貢
献
は
こ
の
a
に
あ
々
。
ク
エ
ス
ト
も
ソ
力
-ア
ド
ォ
も
マ
ダ
サ
ス
も
皆
耕
作
に
於
け
る

技
術

g

き

I

讓

I

l

f

妨
f

鏡

I

I

I

も
、

I

妨

實

一
時
的

§

1

的
に

f

k
、
姑
周
は
之
に
支
配
せ
ら
る
、
S

の
意
見
を
有
し
た
の
で
あ
つ
た(

M
a
l
t
l
m
s

 —
N
a
t
u
r
e
,

 

p. 

4
5
. 

R
i
c
a
r
d
o
.

 

W
o
r
k
s

 

ed. 

b
y

 

M
o
ulioch 

p

丨377. 

N
o
t
e

 

#

參
照)

動
的
法
則
ど
し
て
み
た
る
斯
法
則
が
"
前
記
の
如
き
顯
著
な
る
例
外 

を
有
す
る
ど
の
見
解
は
，
彼
の
人
ロ
論
を
頗
る
樂
觀
的
の
も
の
た
治
し
め
/2
>

何
故
な
れ
ば
、
こ
れ
に
依
つ
て
生
活 

.

資
料
‘は
人
口
よ
り
も
大
な
る
率
を
以
•で
增
加
す
ベ
しV

の
論
結
を
生
め
る
が
故
で
あ
る
。
-

以
上
を
以
て
、
所
謂
四
®
本
命
題
の
敍
述
を
終
り

た
る

®-
^
は

、

筆
を
新
に
し
て
そ
の
分
配
論
を
明
に
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。

1:

國
公
收
益
は
、
勞
銀
，
利
潤
、
‘レ
ン
ト
及
び
租
税
：に
分
/?
れ
.

f

が
"
租
稅
は
い
は
y
安
固
：を
生
產
す
る
爲
め
の 

出
费
で
あ
る
か
ら
暫
く
之
を
論
外
に
置
.き
先
づ
レ
ン
ト
よ
ぅ
始
む
る
。 

i

:

レ
ン
卜
に
二
種
あ
る
。

一
は
人
口
の
增
加
よ
ぅ
生
す
る
も
：の
に
し
て
.、
他
は
自
然
的
，#
素
の
特
殊
の
生
產
力
X
は 

生
產
力
の
增
加
よ 

> 生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
.人
0
に
し
て
，生
活
資
料
よ
り
急
速
に
增
加
す
れ
ば
、
前
*
の
レ
ン
ト
は

第
二
十1

卷

(

1
七
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タ
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卷

ハ

一

七

〇3)

ナ
少
ソm

<

?

y

2ア
論 

第
十
二
號
比
一
一

騰
貴
す
る
、
又
太
ロ
に
：し
て
停
滯
す
る
ど
せ
ば
.塯

加

人

ロ

支

持

の

爲

め

に

投

^

&
る
べ
か
ぅ
し
勞
傾
は
、
今
や
也
'主 

用
貨
物
の
生
產
に
投
せ
ら
る
>

o
か 
> 

る
レ
ン
ト
の
，膙
貴
は
.、
勞
銀
を
低
下
せ
し
む
る
傾
向
が
あ
る
、
何
ど
な
れ
ば 

第
一
の
場
合
で
は
そ
の
騰
貴
分
が
特
別
.の
源
.嵌
か
ら
生
產
？
れ
る
の
で
な
く
、

一
般
源
泉
の
*
物
か
ら
控
除
さ
れ
る 

.

.力
ら
で
あ
る
又
第1」

の
a'
八u
tt
ir
謂
勞
銀
«
本
の
生
靡
に
投
せ
ら
る
：ベ
き
勞
働
が
他
べ
轉
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、 

け
れ
ど
も
彼
は
此
祝
の
レ
ン
ト
の
騰
貴
を
以
て
，
普
通
事VJ

は
考
え
て
ゐ
な
い
、
そ
れ
は
•誤
信
ぐ」

失
政
の
下
に
於
て 

重
す
る
處
の
I

で
あ
I

い
ふ
。
か
ぐ
い
ふ
理
ぬ
は
彼
が
妨
碍
原
因
な
ぐ
ん

ば
、
生
活
資
料
は
人
口
よ
り
も
大 

な
る
率
を
以
て
增
加
す
べ
し
どg:

主
張
を
有
す
る
か
.ら
で
あ
る
。
又
■

の

y

ン
ト
即
ち
®
然

的

：業

、
の
特
殊
な
る 

生

齑

カ

又

は

生

產

カ

の

增

加

：

よ
.
6
生
ず
る
レ

ン

.ト
は
元
來
か
、
る
自
然
的
恶
素
の
：存
在
す
ろ
が
故
に
の
み
生
じ
來
る 

も
.の
'で
管

、

そ
の
生
産
に
從
事
ず
る
勞
働
者
は
.か

、

I

然
的
耍
素
の
存
在
す
な
が
故
に
の
み

存
在
し
f

勞
働 

:

着
で
あ
^
、
故
に

彼
等
の
，注
'活
は
.勞

働

.者
共
同
の
基
本
よ
6
引
出
さ
れ
る
の
で
は

.な
ぐ

、> J

の
特
別
の
生
產
ソ
に
依 

:
つ
セ
爲
さ
れ
た
る

增
加
分
よ
&
引
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
：ど
い
ふ
。

—

さ

て
そ

の

說
の
當
5
は
；̂ v

し
て
粗
税
及
ひ
レ
ン
ト
が
分
配
.

1
2

於
け
る
關
係
を
以
上
の
如
ぐ
な

り
ど
す
^
'̂

、 

殘
る
も
§
.
は
、
勞
慟
;̂

利
潤
で
あ
る
0

先
づ
勞
銀
よ
6
述
べ
べ
ん
に
、

一

國
の
生
產
物
中
に
は
、
勞
儆
器
が
收
得
し
使
用
す
る
貨
物
部
分
が
あ
る
、

こ
れ
が
.
 

勞

鈒

基

本

で

あ

气

之

S

に
、
こ

の
某
本
に
依
つ
.て
.生
活
す
.，
る

.

勞

働
者
數
f

る

。
勞

鈒
W

雨
S

數
摄
的

關
茶 

に
依
つ
て
定
ま
る
。
前
^
に
對
す
る
後
渚
の

割

合

太

な

れ

ば

勞»
低
ぐ 
>
.
後
者
に
對
し
て
前
裁
大
な
れ
ば
勞
銀
は
高 

い
。
然
ら
ば
兩
者
の
敫
羝
を
決
す
る
服
因
如
何
。
勞
働
#
'敷
は
、
大

體

般

人

0
法
則
.に
&
右
せ
ら
る
、

で
も
ら
.

•ぅ
が
、
之
は
第
二
命
題
に
於
て
述
べ
た
、
從
つ
て
此
處
で
問
題

V
J

す
べ
き
は
、
勞
銀

.基

本

の

大

小

で

ゐ

る

、

之

を

決 

.

す
る
扼
阁
ど
し
て
、
勞
銀
生
産
に
於
け
る(

即

ち

勞

働

者

用

.貨

物

の

生

產

に

於

け

る〕

生
產
カ
ど
、
及
び
勞
働
米
用
貨 

.
難
の
生
產
即
ち
勞
銀
生
產
に
從
事
す
る
勞
働
漭
數
に
對
す
る
、
資
本
家
用
貨
物
の
生
産
即
ち
利
潤
生
產
に
從
事
す
る 

::::

勞
働
者
數
の
割
合
^
を
彼
は
擧&

て
ゐ
る
。
そ
し
て
觅
に
前
者
の
大
小
は
勞
働
«-
の
人
格
ど
、
資
本
及
びSI.

然
的
婴 

.

素
か
ら
受
ぐ
る

援

助

,

及
び
政
府
干
渉
の
多
小
ど
に
ょ
つ

て
足
る
。
後
考
の
大
小
は一

般
利
潤
率
.の
大
小
ど
資
本 

め
前
拂
期
間
の
&
短
に
依
つ
て
定
る
ど
い
ふ
。> J 
>
に
於
ヤ
勞
銀
理
論
は
利
调
理
論
ビ
交
錯
す
る
。

:

何
故
に
利
櫚
.率
の
大
小
S
前
柳
®j
問
の
長
®
ど
は
、
幾
何
の
勞
働
者
が
勞
銀
ビ
利
潤
の
生
產
に«

¥
す
る
か
を
、
換 

卜
:'
言
せ
ば
勞
働
の
生
產
物
が
如
何
な
る
割
合
を
以
て
資
本
家
ど
勞
働
漭
の
間
に
分
配
さ
れ
る
か
を
决
定
する
の
で
あ
る 

:

:
か
、
こ
れ
に
對
す
る
彼
の
答
は
著
る
し
き
演
繹
的
乃
至
假
設
，的
*

法
に
依
つ
て
行
は
れ
る
、
故
に
彼
の「

方
法
，を
明 

に
す
る
！！！1的
を
も
加
え
て
、
少
(_
>
ぐ
精
細
に
之
を
述
べ
て
み
ょ
ぅ
。

先
づ
利
澗
率
に
關
し
て
述
べ
ん
に
"
妨
碍
原
因
な
く
ん
ば
"

一

切
の
業
務(

に
於

け

る
利
潤
は
等
し
か
る
べ
き
で
a> 

る
、

從
つ

て

一
の
主
要
な
；る
業
務
に
於

け

る
利
澗
_
を
支
配
す
る
原
阁
を
確
知
す
る
な
ら

ば

"

他

の

業

務

に

於
け
る 

そ

也
を
も
推
し
得
、べ
し
ビ

い
ふ
、
そ
し
て
彼
は
、
そ
の「

主
一
要
な
る
業
務」

の一

ど
し
て
勞
働
漭
貨
物
の
生
産
な
る
業 

務
を
補
え

來
る
。

、

;

問

題

を

简

眾

な

、ら
し
む
る
爲
め
に
，

}
少
猶
民
地
を
想
定
す
る
、
そ
の
植
民
地
に
就
て
は
次
.の
如
き
假
定
が
設
け
ら 

:

れ

る

.

(

A)

肥
沃
な
る
：土
地
©
富
な
る
を
：以

て

地

代

な

し(

B)

內

外

の

.暴

行

ょ

む

觅

る

、
を
以
て
租
视
な
し 

'(

C)

其
處
に
は
十
人
の
資
本
家
ヒ
.一

千
一
音
の
勞
働
象
族
居
住
す(

P)

貨
璐
の
.使

用

な

し

.

(

E)

一
 

切
の
®
^
衣

贫
一.一

十

1
翁

(
「

七

〇

五)

：;:
:

ナ

タ

ソ̂
*

ッ

ィ

リ

ア<?
*

シ

；
一
.

1!1:
ア

論
 

第
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二̂

I

d



笫
ニ
十
.一
^

(

1
七
0
六)

ナ
少
ソ
ゥ
*ゥ
ィ
リ
ア
ム
？
ゾ

1

一
ヨ
ア
論
. 

第

十

二

號

，も
四

服
食
物
等
の
人
民
の
全
消
費
は1

ヶ
年
に
消
費
し
雜
さ
れ
次
年
度
に
苒
生
產
ぜ
&
る

(

F)

各
家
族
は
年
頭
に
：1

ヶ 

年
分
の
勞
鈒
を
支
給
さ
れ
年
末
に
そ
の
生
産
を
完
了
す
*
故
に
ー
顧
の
前
挪
は
年
廣
に
爲
さ
れ
一
切
の
收
桃
は
年
末 

に

收

得

せ

ら

る(

G )

植
K
着
手
の
時
に
於
て
，
各
資
本
家
は
一
W
 
二
十
家
族
に
對
す
る
一
ヶ
年
の
勞
銀
を
有
す
、
 

こ
は
前
年
度
に
於
け
る
一
踩
家
族
の
.勞
働
の
所
產
で
あ
る
、
今
假
に
こ
れ
を1

千
ク
ォ
ー
タ
ー
の
小
#
ど

ず

る(

H) 

こ
の
他
に
資
本
家
用
の
貨
物V

J

し
て
一
一
十
樽
の
ブ
ド
ゥ
酒
：が
あ
る
、

こ
は
前
年
度
に
於
け
る
ニ
十
家
族
の
勞
働
の
所 

產
で
あ
る
。

如
上
の
假
設
を
檢
討
す
る
に(
A

2

依
ぅ
て
、
地
代
及
び
租
税
を
除
去
す
る
も
、
こ
は
こ
の
雨
者
の
分
配 

論
上
の
地
位
に
關
す
る
彼
の
見
解
上
、
差
支
な
い
で
あ
ら
ぅ(

C)

も
固
ょ
V

•
差
支
な
し
數
の
大
小
は
原
理
そ
の
者 

に
は
影
響
し
な
い(

F )

は
機
械
の
使
用
な
し
>£
の
假
說
に
外
な
ら
ぬ
、
，J

れ
は
生
產
カ
に
關
し
て
は
重
大
な
假
設 

■で
あ
る
が
、
後
に
、
撤
去
？
れ

る

C
D)
假
定
に
.依
り
て
は
物
憤
の
.高
低
及
び
貨
幣
勞
銀
が
除
か
れ
る
が
、
元
來 

シ

—
ョ
ァ
の「

勞
銀」

が
貨
幣
勞
銀
で
な
く
實
物
勞
銀
な
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
寒
支
な
いf

e
o
c
H
〕

も
、
そ
の
數 

字
に
；は
間
題
は
な
し
が
、
た

て

(

G)

に
於
て
*

一
定
量
の
貨
物
の
生
產
に
耍
す
る
勞
働
ょ
^N

も
、
之
が
支
配
す
る 

勞
働
が
大
な
り
^
假
定
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
如
何
な
る
根
據
に
基
く
か
、
こ
れ
は
、

い
は
^
勞
働
の
價
格
即
ち
勞
銀 

の
間
題
な
の
で
あ
る
：が
、
此
際
彼
の
勞
銀
學
說
を
適
用
す
る
事
は
出
來
ぬ
、何
？
な
れ
ば
こ
の
假
定
は
勞
鍬
學
說
の
說 

明
そ
の
も
の
に
爲
さ
れ
て
ゐ
る
假
定
だ
か
ら
で

あ
る
。

^
ら

ば
一
般
僙
値
論
を
適
用
し
#
る

か
。之
も
不
可
で
あ
る
、 

何
ど
な
れ
ば
彼
の
價
値
論
に
依
れ
ば
物
の
«
値
は
を
の
生
產
«
に
於
て
定
る

の
.で
あ
る
か
ら
、
M

泳
族
の
勞
働
の
所 

齑
が
EI
1
一

十

家

族

の

勞

働

を

支

配

し

得

な

い

。

故

に

、
少

し

ぐ

無

理

で

は

ゐ

ら

ぅ

，
が

、
こ

こ

{:
制

欲

を

介

入

せ

し

む

れ

ば
一
應
は
說
明
が
っ
ぐ
、
即
.ち
資
本
家
が
|1:
1
家
族
の
：勞

働

を

自

家

用

貨

物

0
生
產
(:
投

じ

な
.い
で
、
勞
龈
生
逄
に 

投
じ
た
靡
は
、
明
！i

制
欲
が
行
使
さ
れ
て
ゐ
る
事
を
示
す
、
そ
れ
故
に
西
家
族
の
：勞
働
の
所
産
ど
は
、
換
言
す
れ
ば 

H
家
族
の
勞
働
ビ
，
而
し
て
之
を
勞
銀
生
產
に
投
じ
た
制
欲
ど
の
所
產
で
あ
る
.〃
か
く
解
す
れ
：ば
こ
の
假
定
は
肯
定 

し
得
る
。
併
し
か
く
い
ふ
の
は
こ
の
假
定
の
事
項
そ
の
も
の
が
肯
定
し
得
る
ど
：い
ふ
に
止
ま
っ
て
、
こ
れ
に
ょ
っ
て 

,假
定
そ
の
も
の
が
肯
定
さ
れ
得
る
ど
い
ふ
の
下
は
な
い
6

_

換
言
す
れ
ば
か
ゝ
る
事
項
を
，J

の
場
合
假
定
す
る
事
ま
で 

:

が
！I

容
さ
れ
得
る
の
.
で
は

な

い

、

.

ろ

私

は

疑

問

を

持

っ

、

何
故
な
ら
ば
：自
家
族
の
，勞
働
ビ
而
し
て
制
欲
ど
，を
投
じ 

x
tl
二
十
家
族
の
勞
働
を
«i
貢
す
る
事
は
、
正
し
く
利
潤
が
、
制
欲
の
報
酬
が
、
二
割
だ
ど
い
ふ
事
に
外
な
ら
ぬ
か 

ら
で
あ
る
、
こ
の
假
定
に
依
っ
て
證
明
す
ベ
き
事
項
は
ノ
利
_

*
決
定
の
现
法
で
あ
る
、
然
る
に
そ
の
假
宠
に
利
潤 

率
が
ニ
割
^
い
ふ
假
定
を
設
け
る
事
は
、
合
理
的
で
な
い
.樣
に
.思
は
作
る
。

か
、
る
事
惝
の
下
に
於
て
、
务
資
本
家
が
1
H
家

族

を

勞

銀

再
生
産
に
從
事
せ
し
め
：、

ニ
十
家
族
を
以
て
自
家
用 

貨
物
の
生
it
に
從
事
せ
し
む
る
な
、ら
ば
、
利
潤
率
は
：年
ニ
割
で
あ
る
"
即
ち
、
前
拂
は
> 
小
麥
一
千
ク
ォ
ー

タ
ー
に

，
 

し
て
こ
れ
对1

西
家
族
の
勞
働
の
所
產
で
あ
っ
て
1
B1
ニ
十
家
族
の
勞
働
を
支
配
す
る
、
そ
の
收
獲
は
、
次
年
度
に 

於
て
、.
一
西
ニ
十
家
族
の
勞
働
を
：支
配
す

 

'へ
き
勞
銀
の
ス
K
.ッ
ク
ヾ
し
、
資
本
家
用
货
物
の
ス
ト
ッ
ク
ミ
で
あ
：る
。
後 

淡
、は

全

資

本

再

生

產

の

爲

め

の

勞

働

の

六

分

の

一

即

ち

ニ

十

家

族

の

勞

働

の

生
；：

產
物
で.あ
：，る
。
.
か
く
て
一
ヶ
年
問
の 

資
本
前
拂
に
對
す

る

收
獲
0
價
値
は
0

0

の
價
値
を
六
分
の
一
だ
け
超
：過
す
る

、
' 飲
.に
利
_

率
は
 
ーJ

割
で
.あ
る
。

右
の
推
論
は
勞
働
人
ロ
に
增
減
な
し
^

の
假
定
に
基
く
、
然
る
に
今
勞
働
S

資
本
：の
割
合
が
變
じ
た
な
ら
ば
如
何 

な
る
結
梁
を
生
ず
る
か
。 

.

穿
ニ
7
-
1卷

C
1

七
〇
七
> 

ナ
タ
ソ
.
v
o
^
ィ
V
ア
ム
*
シ
ーI

日
ア
論
' 

第
十
二
號 

九
玉



第

二

十

1

卷

C
T

七
〇
八

一

ナ

ツ

ソ

ツ

*

ウ
ィ
リ
ア
ム
？
ご

一

ヨ

ア

論

J
卜
ニ
怎 

む1、

移
住
其
他
の
原
因
に
依
•つ
て
勞
働
家
族
が
五
十
減
じ
た
る
も
資
本
は
同
一
な
.

C
S
S

甘
よ
、
等
し
く
一 

千
ク
ォ
ー
タ 

丨
の
小
麥
な
る
も
、
そ
.は
勞
働
家
族
數
減
少
の
爲
め
に
、

ー
百
十
五
家
族
.の
勞
働
を
支
酿
す
る
に
'1
ぎ
す
、
#
,つ
.て 

间
額
の
資
本
の
生
產
に
要
す
る
西
家
族
を
控
條
せ
ば
利
潤
生
產
：に
用
ゐ
ら
る
、
家
族
數
.は
二
十
よ
り
十
五
に
域
じ
、 

從
つ
て
利
_
は
ニ
割
よ
办
—
割
沍
分
に
低
落
す
る
。
反
之
、
勞
働
家
族
數
が
五
.十
堦
加
す
れ
ば
、
同
一
の
推
嫌
に
よ 

り
て
利
潤
生
產
に
用
ゐ
ら
る
、
勞
働
家
族
數
は
ニ
十
丑
に
增
加
し
*
利
潤
率
は
ニ
割
よ
な
ニ
削
S ：
分
に
昂
騰
す
る
o

又

之

ど̂

り
勞
顧
家
嫉
數
は
不
變
なる

も

各
資
本
家
が
利
潤
生
摩
ど
勞
銀
生
産
に投
す
る
勞
働
家
族
數

の

割

合

 

,
,を
變
じ
た
な
&
ば
如
何
、
即
ち
例 < 
ば
J
f
H
l
五
家
族
を
勞
艱
生
產
に
投
じ
、
十
五
家
族
を
利
潤
生
產
に
投
’
.る
^
せ 

ば

羽

®
率
は
ニ
韵
か
至
削
五
分
翁.に
低
下
す
る
、
反
對
に
九
：十
五
家
族
を
勞
銀
生
產
に
、
二
十
五
家
族
を
利

p

 

.生

產

に

用

ぅ

る

時

は

利

潤

率

は

二

割

五

分

强

に

昂

騰

す
る
、

即
ち
、
人
口
に
し
て
不
變
な
ら
ば
勞
銀
の失
ふ
處
は
：知 

.浪
の
得
る
處
ネ
P
の
失
.ふ
處
は
勞
銀
の
得
る
處S

な
る
。
又
資
本
に
し
て
不
變
な&

ば
.人
口
の
樹
加
は
9
;-
(
|甸
：の 

昂
騰
、
勞
銀
の
下
落
、.人
ロ
の
減
少
は
利
澗.の
下
落
'
勞
銀
の
«
騰
ど
な
る

。

.

.

如
上
の
推
論
に
於
て
..はj

國
.の
資
本
家
が
、
い
は
^j

B 1
ミ
な
り
て
活
動
し
そ
の
間
の
競
爭
の
存
す
る
を
除
外
し 

て
來
た
の
で

あ

る
が

;̂
:

實
は
谷S

は
各
泡
の
利
益
を
追
求
し
、
他
の
資
本
家
を
省
為

ぬ

。

今
、
十
人
の
中
"一

人

の

資

本

家

がf
s

十
家
族
を
勞
銀
生
產
に
•投
.す
る
ど
せ
よ
、
そ
の
年
の
終
ぅ
に
晚
は1

千

I 

1-
1
ク
ォ
ー
タ
ー
の
小
麥
を
有
す
、

.」

は
現
在
の
勢
銀
率
を
以
て
せ
ば
一
f
H三
十r

1

家
族
：の
勞
働
を
支
配
し
得
る
。
こ 

れ
に
よ
つ
て
一

國
全
體
の
資
本
はr

离
ク
f

タ
ー
よ
りr

萬
ニ
Er
ク
ォ
ー
タ
ー
に：

增
加
す
る
。
今
全
勞
働
家
族
數
を 

不
變
な
りV」

せ
は
勞
銀
は
.一
分
方
上
う
利
®
は

1
_分
強
下
落
す
る
。
こ
の
利
满
率
0
,下

落

に

依

：.っ
て
該
資
本
家
ほ
そ

の

薺
1
の

利
益

を

充

分1
む

る

能
I

、
彼
は
' 
一.
千

一

贾

ォ
1
タ

ー

を

以

て1
專

ー

十

ニ

家

族

.
の

勞

働

を

產

す
 

る
、

こ
れ
ヵ
爲
め
に
他
の
九
人
の
資
本
家
は
一
千
ク
ォ
ー
タ
：丨
の
小
麥
を
有
す
る
も
ー
|-
1
十
九
家
族
を
支
配
す
る
に 

過
ぎ
ぬ
。
か
ぐ
て
最
祉
の
資
本
家
は
利
渦
は
一
分
方
低
下
し
て
も
、
利
潤
の
额
及
：び
資
本
の
®
値
は
增
加
せ
，る
に
對 

「

し
殘
餘
九
人
の
資
本
家
は
そ
の
資
本
の
價
値
も
利
潤
額
も
共
に
減
少
せ
る
を
知
る
、
こ
、
に
於
て
彼
寒
は
河
澗
笮
を 

:

犠
牲
に
し
て
も
資
本
の
價
値
を
毀
损
せ
ざ
ら
ん
ど
し
、
次
ぎ
次
ぎ
ど
最
初
の
資
本
家
の
例
に
倣
ひ
、

從
來
岛
家
用
貨 

物
の
^n

產
に
&
せ
る
勞
钡
を
勞
銀
生
產
に
投
す
る
、
即
ち
こ
の
場
合
に
»

て
も
、
勞
雜
の
将
る
處
,<
]
:、
即
ち
利
«
の 

.失

.ふ
處
で
あ
る
。 

.

併
し
乍
ら
右
の
拼
論
中
に
設
け
た
る「

勞
働
家
族
數
不
變」

の
假
設
は
、
響

上

に

f

得

、へ
か
ら
ず
。
勞
銀
.の
僧 

力
は
勞
侦
4
產
カ
に
し
て
等
し
き
限
6
、
勞
働
人
r:
r
を
し
て
*
資
本
ど
勞
働
者
の
割
合
を
從
前
に
復
せ
し
む
る
ま
で 

樹
加
せ
し
む
'べ
き
で
あ
る
ど
い
ふ
。

、
.
力
ぐ
て
彼
は
ニ
f

低
說
を
"
即
ち
資
本
家
が 

一
f

な
つ
て
活
動
す
る
事
及
び
：勞
慟
_

不
變
の
麗
を
撤
去
. 

し
て
B
題
を
現
實
に
S：
つ
か
し
め
た
の
.で
あ
る
が
、
页
ら
に
：最
初
の
«
定(

<
}即
ち
"

一
國
が
肥
沃
地
を
豐
富
■:に
.布 

す
ど
の
.假
定
を
除
き
•
人
口
稠
密
な
る
國
に
於
て
斯
問
題
を
考
察
し
た
る

結
艰

.「

人

口

棚

密

な

る

國

に

於

て

'

諸

勞

 

働
カ
が
人
ロ
增
進
の
間
不
變
な

る

は
殆
んV 」

あ
り

得
ベ
か

&

t

工
業
の
'勞
働

I

り
生

產

的

H

業
に
於
て 

は
却
つ
て
減
少
す
、
而
も
勞
働
洛
の
消
費
は
後
者
に
ょ
る
も
の
多
き
が
故
に
，、
前

者

0
堉
加
は
原
產
物
取
得
の

»

»

の
 

植
ヵ
を
有
ふ
能
は
ず
故
に
舊
國
に
於
て
は
利
櫚
率
が
資
本
增
加
.に
ょ
.
-

CS

て
下
落
せ
：る
場
合
は
、
之
が
！
M̂
は
、
疹 

銀
の
下
落
又
は
劣
等
地
耕
作
の
必
I

緩
和
な
く
ん
ば
蒙
雌
ぃ」

S

結
*
を
生
じ
た
I

あ

る

"

然

る

に收
輩
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ア
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：
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九

八
'

遞
減
法
咄
に
腳
す
る
彼
の
兒
解
は
苋
に
こ
の
論
結
を
擐
し

、
勞
«

&
び
'他
*
本
家
の
利
潤
を
低
下
せ
し
む
る
事
な
く 

し
て
利
®
率
及
び
額
を
增
加
せ
し
め
：得
る
o
今
賢
本
家
が
勞
f

產
に
従
事
す
る
家
族
に
S

.五
家
族
を
添
加
す
る 

代

ぅ

に
"
そ

の

五

家

族

を

以

て

、
勞

働

の

生

產

力

を

倍

加

す

べ

き

機

械

の

製

造

に

役

じ

た

り

ど

せ

ょ

'

第
一
年
の
終 

ぅ
に
資
本
家
の
有
す
る
處
は
、1

辟
家
族
の
所
產
た

：

る一

西

ニ

十

家

族

分

の

勞

銀

气

十

S
家
族
の
所
產
た
る
自
家 

用
貨
物
^
而
し
て
五
家
族
の
所
産
た
る
機
械V

で
あ
る
•
然
る
に
次
年
度
以
後
に
於
て
は
、
彼
は
九
十
九
家
族
ど
機 

械
ど
を
以
て
1
评
ニ
十
家
族
分
の
勞
鈒
を
獲
得
し
，
自
家
用
貨
物
：の
生
產
.に
ニ
十1

家
族
を
投
ず
る
事
が
出
來
る
" 

こ
の
場
合
に
は
勞
銀
を
減
少
せ
し
め
す
し
て
利
澗
♦か
增
加
す
る
、
そ
し
て
こ
の
機
械
使
用
：を
認
む
る
事
は
假
設
、F) 

.節
ち
一
國
：の
全
資
本
は
海
年
消
费
さ
れ
洱
生
康
さ
れ
る
ビ

の
假
設
が
撤
去
さ

れ
た
事
に
.外
な
ら
ぬ
。

:

シ
ニ
ョ
ァ
の
推
論
法
は
常
：に
か
ぐ
の
如
ぐ
で
あ
る
、
又
、
前
拂
期
間
の
長
短
に
關
し
て
は
特
に
一
定
の
'理
論
が
.
め 

る
®

で
は
な
い
、
た>

1

般
的
辦
實
S
し
て
利
潤
率
高
.け
れ
ば
前
.拂
期
間
短
く
、
利E

率
低
け
れ
ば
前
拂
期
間
長
き 

傾
向
の
布
す
る
を
認
む
る
の
み
*
そ
れ
故
に
前
拂
期
間
の
長
短
が
勞
銀
率
ど
利
潤
率
の
相
對
的
關
係
に
及
ぼ
す
影
響 

は
特
に
說
明
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
、
恐
ら
く
み
れ
は
利
潤
率
の
高
低
を
通
じ
.て
作
用
す
る
も
の
ど
推
定
し
て
大
過
な
い 

で
あ
ら
う
。

以
上
を
以
て
シ
ニ
ョ
ァ
が
經
濟
理
論
の
大
要
を
紹
介
し
終
へ
た
。

-

次
い
で
發
せ
ら
る
べ
き
問
は
、
然
ら
ば
經
濟
學
史
上
に
於
け
る
シ
二
ョ
ァ
の
價
値
如
柯
ど
い
ふ
問
で
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
6

併

し

こ

れ

は

私

，に
は
餘
6
.に
1|
£
い
問
で
あ
る
。
こ
の
問
を
、
英
國
經
濟
學
犯
に
限
るv

し
て
偷
然
A
。
al
に 

之
を
正
統
學
派
に
限
定
し
て
試
み
に
答
う
る
な
ら
ば
、
彼
の
®
値

乃

至

貢

献：U
中
V
.し
て
消

極
.的
で
6
.る
.く
い

.
ひ

た

い
。彼
に
依
つ
て
經
濟
學
は
幾
多
の
名
擗
{:
確
實
な
意
義
を
與
；フ
る
辦
が
出
來
た
、
又
彼
の
方
法
論
に
依
つ
て
論
理
的 

';
な
構
成
が
與
え
ら
.れ
た
o

併
し
新
ら
し
き
說
新
ら
し
き
理
論
を
彼
か
ら
承
繼
は
し
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
必
す
し
も
彼 

::
:-
の
み
の
贽
に
歸
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
o
彼
の
裡
に
發
見
す
ベ
き
を
發
見
し
な
か
づ
た
次
代
學
漭
も
そ
の
貴 

.

任
を
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
キ
ャ
ナ
ン
は
勞
銀
ぜ
利
潤
の
關
係
に
就
い
て
幾
多
の
皦
示
を
受
け
、

チ
r

 

:
'■
ル
.ジ

,,
'ン
は
限
界
效
用
說
の*
部
を
見
出
し
て
ゐ
る
。
ボ
工
ム
。\

グ
工
,
ク
の
利
子
說
の
先
驅
の1
人
に
數
ベ
ら 

::
る
べ
き
^
も
周
知
の
事
實
で
は
あ
る
、併
し
彼
に
於
て
得
る
新
ら
し
き
も
の
は
、「

晴
示」

で
あ
b
r萠
芽」

で
あ
り「

先 

:驅」

で
あ
る
。
リ
ヵ
：ァ
ド
ォ
の
地
代
論
、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
に
必
敵
す
べ
き
理
戰
*
し

ぐ

は

ス

ミ

ス

：
、、
,
に
於 

:::
げ
る
統
合
的
抱
柄
的
見
解
は
共
に
之
を
览
出
す
艱
が
出
來
ぬ
。S

a
l
z

は
、
そ
の
賃
銀
基
金
說
炎
に
於
て
シ
一
ョ
ァ
を 

し
!:
批
評
し
て
日
•ぐ

「

彼
の
提
所
は
聰
明
な
る
批
判
ど
論
辯
で
あ
る
、
彼
の
短
所
は
自
說
'の
：積
極
的
建
設
の
裡
に
布
す
る」
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へsalz. 

Beitr

pig
e
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Gesch. 

u. 

Kritlk. 

d. 

Lohnfondstheorie. 

s. 

; 7
- 3
.
)

そ

の

聰

明

な

る

批

判

^
論
辯
の

故

に
彼
は
幾
多
の
俗

流

に
巡
•に
杣
ん
で
ゐ
る
。
然
も
そ
の
®
說
の
顆
極
的
建
設
0
裡
に
在
る
短

所

に
依
つ
て

、

ス
ミ 

ス
。
リ

カ
ア
ド
オ
等
の
下

風

に
立
た
：ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
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